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今週のキーワード

AI材料革命
新材料発見と合成をAIが劇的に加速

45
件

記事数

9
カ国

対象国

220万超
件

AI新材料発見

130
V

圧電出力

今週の全45記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 MIT生体模倣3D材料 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

MITがAI統合3Dプリント設計フレームワークを開発、
生体模倣型適応材料でソフトロボットや変形航空機翼
の実現へ。

#02
熱電・圧電デュアルセ
ンサー

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

PEDOT/PSSコーティング3Dファブリックで熱電・圧
電デュアルモードセンサー開発、自己給電型ウェアラ
ブルへ。

#03 AI最適化P3HB圧電NF 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
AI最適化P3HB:ZnO複合圧電ナノファイバーがPVDF:
ZnO超え、持続可能な歩行モニタリングへ。

#04
3Dプリント後モジュラ
ス操作

学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
動的ポリマーと相分離で3Dプリント後モジュラス3桁
減少、ソフトロボットや生体医療機器へ応用。

#05
BioPACIFIC
MIP資金更新

研究イン
フラ

●●○○
○

●○○○
○

●●○○
○

●●●○
○

●●○○
○

UCSBとUCLA主導のBioPACIFIC MIPがNSF資金更新
、バイオ由来材料研究と装置アクセスを拡大。

#06
カテコール接着ハイド
ロゲル

学術レビ
ュー

●○○○
○

●●○○
○

●●●○
○

●●●●
●

●●●○
○

カテコール化学由来接着性ハイドロゲルが局所治療薬
送達やスマートバイオインターフェースに応用。

#07
2D
NbOI2圧電センサー

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
2次元NbOI2を用いた柔軟な圧電センサー開発、ウェ
アラブルHMIシステムに適用可能。

#08 毒物検出e-スキン 技術紹介
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
圧電材料製「e-スキン」ウェアラブルパッチが毒物・
重金属・有毒エアロゾルを検出。

#09
AI材料発見GNoME/A-
Lab

技術ブレ
ークスル

ー

●●●●
●

●●○○
○

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
○

GoogleのGNoMEが220万件超の新材料を発見、A-La
bが17日間で36件合成しAIが材料科学を加速。

#10 AIが夢見たMOF合成 学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
AIエージェントとLLMが5つのMOFを設計・実験合成
、材料発見を劇的に加速。

#11
自己修復形状記憶エラ
ストマー

学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
熱形状記憶と自己修復機能を併せ持つ超分子エラスト
マー開発、フレキシブルフォトニクスへ。

#12
ロボットAIブロック化
学

学術ブレ
ークスル

ー

●●●●
●

●●○○
○

●●●●
●

●●●●
●

●●●●
○

Science誌が「ブロック化学」を発表、ロボットとAI
が医薬品・材料合成を民主化。

#13
量子材料ErTe3電子再
構築

基礎研究
●●●●

●
●○○○

○
●○○○

○
●●●●

●
●●○○

○
MITが量子材料ErTe3内で電子が氷のように再構築さ
れるメカニズムを発見、超伝導・磁性研究を深化。

#14
PVDF/CsPbBr3圧電13
0V

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

APTES界面エンジニアリングでPVDFナノファイバー
の圧電性能が130Vへ向上、自己給電型モーションセ
ンサーへ。

#15 細胞膜記憶学習発見 基礎研究
●●●●

●
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○

ORNLが細胞膜が記憶と学習に直接関与することを発
見、ニューロモルフィックコンピューティングを加速
。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#16
3DプリントLCE多重応
答

技術紹介
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
3Dプリント液晶エラストマー技術でフィラメントセク
ションごとに異なる作動挙動をプログラム可能に。

#17 AI航空機翼摩擦低減
技術ブレ
ークスル

ー

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

AIエージェントが高価なシミュレーションなしで航空
機翼の摩擦低減法を開発、変形翼やメタマテリアルへ
。

#18
Z-Polymers多機能ポ
リマー

新製品発
表

●●●○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

Z-Polymersがレーダー透過性・高強度・耐火性を持
つ新規ポリマーを積層造形向けに商用化。

#19
Trinseo高耐久コンク
リート

製品実績
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
Trinseoが高耐久性コンクリート用改良剤をゴルディ
・ハウ国際橋に提供、長期耐久性を実証。

#20
Levidianグラフェン分
散液

新製品発
表

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

Levidianが高濃度グラフェン分散液「NanoFlow™ S1
-20」を発表、塗料・コーティング材への統合を簡素
化。

#21
Applied
Materials最高益

企業業績
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

●
Applied MaterialsがAI駆動材料工学需要で過去最高収
益、先進チップパッケージング技術を強化。

#22
DOEエネルギー材料投
資

政策発表
●●○○

○
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○
米国エネルギー省が国内製造業強化と次世代エネルギ
ー材料開発に6,100万ドル超を投資。

#23
PFAS分析用高純度溶
媒

新製品発
表

●●○○
○

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●○
○

SolsticeがPFAS分析向け超高純度LC-MS溶媒「Chro
masolv™」を発表、溶媒由来の干渉を低減。

#24 折り紙熱電発電器/日本
技術ブレ
ークスル

ー

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
●

折り紙着想熱電発電器が廃熱を電力に変換、日本発高
効率有機材料も登場しウェアラブルへ。

#25
希土類フリー磁石/AI
発見

企業戦略/
技術ブレ
ークスル

ー

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
○

Niron Magneticsが希土類フリー磁石工場建設へ資金
調達、Materials NexusはAIで新磁石を発見。

#26 Vedanta自動車用合金 新製品発
表

●●●○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●●
○

Vedanta AluminiumがIITデリーと共同開発した銅ド
ープ合金など自動車向け先進金属を発表。

#27
Scalium®
Al-Sc合金展開

製品実績
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

Scandium CanadaがScalium®アルミニウム・スカ
ンジウム合金をFerreol
Skisの全コレクションに大規模展開。

#28 バナジウム全固体電池 企業戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
Phenom Resourcesがスウェーデンでバナジウム全固
体電池の商業化を推進、工場確保・受注開始。

#29 RapidSX™ NdPr生産
技術ブレ
ークスル

ー

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●●
●

UcoreがRapidSX™技術で複数ソースから99.5%純度
NdPr生産に成功、希土類サプライチェーン安定化へ。

#30
分子リサイクル技術提
携

企業戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
Denoviaが大手ポリエステルメーカーと分子リサイク
ル技術のグローバル産業規模展開で提携。

#31
Gasgoo自動車新素材
賞

業界レポ
ート

●○○○
○

●○○○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

Gasgooアワード2026が自動車産業の高性能化を牽引
する新素材・先進製造技術に焦点。

#32 中国固体電池加速 企業戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

中国Ronbayが硫化物電解質生産加速、Guansheng D
ongchiが風力・太陽光貯蔵向けポリマーハイブリッド
電池供給開始。

#33 全固体電池協業・資金 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●
Factorial EnergyとSK Onが全固体電池製造で協業、
ProLogiumが量産に向け5000万ドル調達。

#34 TRAMACO透明導電膜 新製品発
表

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

TRAMACOが透明性と高導電性を両立する水性PEDOT
:PSSベース機能性コーティング「DJIC-AS01」を発
表。

#35 固体電池ロードマップ 市場分析
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

固体電池開発で酸化物系電解質が先行、硫化物系量産
は2030年へ延期、LATP価格下落が半固体電池普及を
加速。

#36 全固体電池量産課題 市場分析
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●
全固体電池2027年量産計画、アノードレス構造とリ
チウム金属需要が材料・リサイクル業界に新課題。

#37
次世代スピントロニク
ス

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

スピントロニクスデバイスが次世代メモリ・コンピュ
ーティングを牽引、STT-MRAM商用化に加えSOT-MR
AM等が進展。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#38
1000回自己修復複合
材

技術ブレ
ークスル

ー

●●●●
●

●●○○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

ノースカロライナ州立大学が1000回自己修復複合材
料を開発、極低温・in-vivo環境でも修復可能。

#39 AIエネルギー材料探索 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○
AIモデルがMLIPとLLMを活用しエネルギー材料のクロ
ーズドループ探索を加速するシステムを論文発表。

#40
Syntegon錠剤コータ
ー

新製品発
表

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

Syntegonが医薬品コーティングの効率と安全性を高
める可変バッチ対応パイロットスケール錠剤コーター
「Sepion 75」を発表。

#41
STT-MRAM高速低電力
化

技術紹介
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○

スピントロニクス技術の進展が材料科学にブレークス
ルー、STT-MRAMの高速・低電力化が非揮発性メモリ
の未来を拓く。

#42 Solid Power戦略転換 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●
Solid Powerが電解質供給へ戦略転換、全固体電池の
広範な商業化は数年先と見通し。

#43
PPG自動車コーティン
グ新施設

企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
PPGがオハイオ州に2.8億ドル超の自動車用コーティ
ング新施設を着工、持続可能性を事業成功の核に。

#44
自己修復リサイクルビ
トリマー

学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

可視光で自己修復・クローズドループリサイクル可能
なバイオベースビトリマー開発、持続可能な熱硬化性
樹脂の課題解決。

#45
PhenoGlass-UVCut40
0

新製品発
表

●●●●
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●●
○

Pheno InnovationsがUV99.5%以上ブロック、透過
率92%のペロブスカイト太陽電池用ガラス「PhenoGl
ass-UVCut400」を発表。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ AIによる材料開発の加速は、自社のR&D;戦略とサプライチェーンにどのような変革を迫るのか？
GoogleのGNoMEが220万件超の新材料を発見し、A-Labが17日間で36件を合成。AIエージェントとLLMがMOF合成をガ
イドし、ブロック化学が分子合成を民主化する時代が到来。貴社の材料探索・合成プロセスは、このAI革命に追随できる
体制か？

❷ 全固体電池の量産化ロードマップの変動は、EVおよびエネルギー貯蔵材料の調達戦略にどう影響す
るか？
中国Ronbayが硫化物電解質生産を加速する一方、全体としては酸化物系電解質が先行し、硫化物系量産は2030年へ延期
される見込み。LATP価格下落が半固体電池普及を加速する中、貴社はどの技術ルートの材料サプライヤーと連携し、リス
クを分散するべきか？

❸ 自己修復・クローズドループリサイクル可能な高機能材料の登場は、製品設計の寿命と持続可能性の
ビジネスモデルをどう変えるか？
1000回自己修復する複合材料や、可視光で自己修復・リサイクル可能なバイオベースビトリマーが開発された。これらの
材料は製品の長寿命化と廃棄物削減に貢献する。貴社の製品設計やサービスモデルは、これらの「循環型材料」の登場を
前提としたものか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

AI材料探索全固体電池

希土類フリー 循環材料
高機能ポリマー

ウェアラブル

ペロブスカイト

半導体装置

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● AI材料探索 注意 新材料開発の劇的加速 既存R&D;プロセスの陳腐化

● 全固体電池 注意 EV/ESS市場での競争力 材料・リサイクル技術の遅れ

● 希土類フリー 機会大 サプライチェーン安定化 既存磁石事業の競争激化

● 循環材料 機会大 製品寿命延長・環境負荷減 新規材料への対応遅れ

● 高機能ポリマー 注意 軽量化・多機能化製品 競合の高性能化
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● ウェアラブル 機会大 新規デバイス市場参入 センサー技術の多様化

● ペロブスカイト 機会大 次世代太陽電池市場 —

● 半導体装置 機会大 AI半導体需要の恩恵 —
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深掘り ① ― AIとロボットが分子合成を民主化
#12 | 2026/08/20 | Beckman Institute - University of Illinois | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○
市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●○

イリノイ大学の研究チームがScience誌で発表した「ブロック化学」は、事前に合成された化学ブロックをレゴのよう
に組み立てることで、複雑な分子をロボットで合成し、AIでガイドする画期的な手法です。これにより、医薬品や高機
能材料の設計・製造プロセスが劇的に簡素化され、分子革新が「民主化」されると期待されています。

このアプローチは、ロボットによるハイスループット合成とAIによる特性予測・設計を統合。従来の多段階で時間のか
かる合成プロセスを大幅に短縮し、耐久性のある有機太陽電池材料など、特定の機能を持つ分子を効率的に探索・合成
可能にします。これにより、材料開発のボトルネックが解消され、研究室から市場へのイノベーションパイプラインが
加速します。

▶ 技術者の視点

この「ブロック化学」は、材料開発におけるパラダイムシフトを予感させます。AIとロボットによる合
成の民主化は、これまで熟練化学者の経験と勘に頼っていたプロセスを標準化し、開発速度を桁違いに
向上させるでしょう。提示された概念は非常に革新的であり、Science誌掲載という点からもデータ信
頼性は極めて高いと評価できます。しかし、ブロックの汎用性や、AIが予測する分子の安定性・合成成
功率のさらなる検証が必要です。日本企業にとっては、医薬品、高機能ポリマー、電子材料など、精密
な分子設計が求められる分野で【機会】となる一方、この技術を導入できない企業は開発競争で大きく
【脅威】に晒される可能性があります。R&D;部門は、AI駆動型合成プラットフォームへの投資と、ブ
ロック化学の概念を取り入れた研究体制への転換を急ぐべきです。

深掘り ② ― 希土類フリー磁石の国産化とAI発見
#29 | 2026/08/20 | Ucore Rare Metals Inc. | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●●

Ucore Rare Metals社は、RapidSX™技術を用いて、異なる2つの原料源から99.5%の高純度ネオジム・プラセオジム
（NdPr）生産に成功しました。これは、希土類元素の分離・精製における汎用性と効率性を高める画期的な成果です。
NdPrはEVモーターや風力タービンに不可欠な永久磁石の主要成分であり、サプライチェーンの安定化に貢献します。

一方、英国のMaterials Nexus社はAIを活用し、わずか3ヶ月で希少希土類フリー永久磁石「MagNex」を設計・合成・
試験しました。これは、AIが新材料開発の期間を劇的に短縮できることを示しており、希土類に依存しない持続可能な
磁石ソリューションへの道を拓きます。MagNexは低コスト・低炭素排出での製造が可能とされ、EVのコスト削減に寄
与する見込みです。

▶ 技術者の視点

希土類元素の供給リスクは日本の製造業にとって長年の課題であり、UcoreのRapidSX™技術による多
様な原料からの高純度NdPr生産は、サプライチェーンの安定化に大きく貢献する【機会】です。99.5%
という純度は実用レベルとして十分評価できます。Materials NexusのAIによる希土類フリー磁石「Ma
gNex」の発見は、さらに根本的な解決策となる可能性を秘めており、その開発速度は驚異的です。ただ
し、MagNexの具体的な磁気特性（保磁力、残留磁束密度など）が既存のNdFeB磁石と同等か、あるい
は代替可能レベルであるかの詳細なデータ検証が必要です。日本企業は、RapidSX™のような精製技術
へのアクセスを検討するとともに、AIを活用した希土類フリー磁石の研究開発に早急にリソースを投入
しなければ、将来的に磁石市場での【脅威】に直面するでしょう。調達部門は、希土類フリー磁石のサ
プライヤー動向を注視し、R&D;部門は代替材料の評価を加速すべきです。
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深掘り ③ ― 可視光で自己修復・リサイクル可能なバイオベースビトリマー
#44 | 2026/08/18 | The Royal Society of Chemistry | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●○

本研究は、堅牢な機械的特性、効率的な自己修復、およびクローズドループリサイクルを同時に実現するバイオベース
ビトリマーの開発に成功しました。イミン交換と可視光応答性ジセレニドメタセシスを統合したデュアル動的共有結合
ネットワークが特徴で、穏やかな温度での可視光照射下で効率的な自己修復を可能にします。

さらに、酸誘発性解重合によりモノマーレベルまで分解し、高品質な原料として再生できるクローズドループ化学リサ
イクルを実現。熱硬化性樹脂の長年の課題であったリサイクル困難性を解決し、持続可能な材料科学と循環型経済の実
現に向けた重要な一歩となります。植物由来であることも環境負荷低減に寄与します。

▶ 技術者の視点

このバイオベースビトリマーは、自己修復とクローズドループリサイクルを可視光という穏やかな条件
で実現するという点で、非常に高い技術新規性を持つブレークスルーです。データ信頼性も学術論文で
あるため高いと評価できます。ただし、自己修復の効率（修復時間、修復強度回復率）やリサイクル時
のモノマー純度、そして量産性やコストについては、さらなる検証が必要です。特に、可視光応答性と
いう特性は、従来の熱やUVに限定された修復メカニズムに比べて、より幅広い応用【機会】をもたらし
ます。日本企業にとっては、熱硬化性樹脂を多用する自動車、電子機器、航空宇宙分野において、製品
の長寿命化と環境負荷低減を実現する【機会】となる一方、この技術を取り入れられない場合は、持続
可能性を重視する市場で【脅威】となるでしょう。R&D;部門は、このデュアル動的ネットワークのメカ
ニズムを深く理解し、自社製品への適用可能性を検討すべきです。

その他の注目記事
GoogleのGNoMEが220万件超の新材料を発見、A-Labが17日間で36件のターゲット材料を合成：AIが材料科学を加速 (Mira)
技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●●

AIによる材料発見と合成の劇的な加速は、R&D;のあり方を根本から変える。日本企業はAIプラットフォーム導入を急
ぐべき。

中国固体電池大手、Ronbayが硫化物電解質生産を加速し、Guansheng Dongchiが風力・太陽光貯蔵向けポリマーハイブリッド電池を供給開始 (Shanghai Metals
Market)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●●

中国の固体電池産業が材料から応用まで急速に商業化を進めている。日本の電池・材料メーカーは競争激化に備えよ。

Niron Magnetics、希土類フリー磁石の初工場建設に向け1億5,000万ドルを調達、Materials NexusはAIで新磁石を発見 (Mining Weekly)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●●

希土類フリー磁石の量産化とAIによる新材料発見は、日本のEV・モーター産業のサプライチェーンに大きな影響を与え
る。

Pheno Innovations、UV放射を99.5%以上ブロックしつつ92%の透過率を誇るペロブスカイト太陽電池用ガラス「PhenoGlass-UVCut400」を発表
(Perovskite-Info)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

ペロブスカイト太陽電池の最大の課題である安定性を解決する材料。日本のガラス・太陽電池メーカーは注目すべき。

Applied Materials、AI駆動の材料工学ソリューション需要により2026年第3四半期に過去最高収益を達成 (Applied Materials)
技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●●

AI半導体需要が材料工学ソリューション市場を牽引。日本の半導体製造装置・材料メーカーは、この波に乗る戦略が不
可欠。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;】AI材料探索プラットフォームの最新動向を調査し、自社R&D;への導入可能性を検討する。

• 【調達】全固体電池のサプライチェーン動向（特に酸化物系電解質）に関する情報収集を強化し、リスク評価を
行う。

• 【経営企画】AIによる材料開発の加速が、自社の競争優位性に与える影響について緊急会議を設定する。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;】自己修復・リサイクル可能な高機能ポリマーに関する社内技術ロードマップを更新し、開発テーマを
具体化する。

• 【調達】希土類フリー磁石の主要サプライヤー候補を特定し、サンプル評価や共同開発の可能性を探る。

• 【半導体PKG】AIチップ向け先進パッケージング材料・プロセスの技術動向を調査し、自社技術とのギャップを
分析する。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;】AIとロボティクスを統合した自律型材料合成・探索システムの導入に向けた投資計画を策定する。

• 【EV設計】全固体電池（特に硫化物系）の量産化に向けた材料開発パートナーシップを構築し、次世代EVへの
搭載を視野に入れる。

• 【経営企画】持続可能性と循環型経済に対応した製品設計・ビジネスモデルへの転換戦略を立案し、関連部門と
連携を開始する。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-08-22
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収録記事一覧

#01 MIT、ソフトロボットや変形航空機翼向け生体模倣型適応材料の3Dプリント設計フレームワーク
を開発

#02 PEDOT/PSSコーティング3Dスペーサーファブリックにより自己給電型ウェアラブル向け熱電・

圧電デュアルモードセンサーを開発

#03 AI最適化P3HB:ZnO複合圧電ナノファイバーが持続可能な歩行モニタリングシステムで
PVDF:ZnOを超える性能を達成

#04 動的ポリマーネットワークと相分離の相乗効果で3Dプリント後モジュラス3桁減少を可能にする
材料操作手法を開発

#05 UCSBとUCLA主導のBioPACIFIC MIPがNSF資金更新、バイオ由来材料研究と装置アクセスを拡

大

#06 MDPI、局所治療薬送達とスマートバイオインターフェース向けカテコール化学由来接着性ハイ
ドロゲルをレビュー

#07 Royal Society of Chemistry、2次元NbOI2を用いた柔軟な圧電センサーを開発しウェアラブル
HMIシステムに適用

#08 New Atlas、毒物・重金属・有毒エアロゾルを検出する圧電材料製「e-スキン」ウェアラブルパ
ッチを開発

#09 GoogleのGNoMEが220万件超の新材料を発見、A-Labが17日間で36件のターゲット材料を合
成：AIが材料科学を加速

#10 OAE Publishing、AIエージェントとLLMを活用し「AIが夢見た」5つのMOFを実験的に合成

#11 Royal Society of Chemistry、再構成可能なフレキシブルフォトニクス向け熱形状記憶・自己修
復超分子エラストマーを開発

#12 Science誌に「ブロック化学」を発表：ロボットとAIが医薬品・材料合成を民主化

#13 MIT物理学者、量子材料ErTe3内で電子が氷のように再構築されるメカニズムを発見し超伝導と
磁性研究を深化

#14 APTES界面エンジニアリングでPVDFナノファイバーにCsPbBr3を組み込み、自己給電型モーシ

ョンセンサー向けに圧電性能130Vへ大幅向上

#15 オークリッジ国立研究所、細胞膜（脂質二重層）が記憶と学習に直接的役割を果たすことを発見
しニューロモルフィックコンピューティングを加速

#16 Fabbalooが3Dプリント液晶エラストマー技術を報道：フィラメントセクションで異なる作動挙
動をプログラム可能に

#17 NASA/MIT研究に基づくAIエージェント、高価なシミュレーションなしで航空機翼モデルの摩擦
低減法を開発



#18 Z-Polymers、レーダー透過性・高強度・耐火性を持つ新規ポリマーを積層造形向けに商用化

#19 Trinseo、ゴルディ・ハウ国際橋に高耐久性コンクリート用改良剤を提供し評価を獲得

#20 Levidian、塗料・コーティング材向け高濃度グラフェン分散液「NanoFlow™ S1-20」を発表

#21 Applied Materials、AI駆動の材料工学ソリューション需要により2026年第3四半期に過去最高
収益を達成

#22 米国エネルギー省、国内製造業強化と次世代エネルギー材料開発に6,100万ドル超を投資

#23 Solstice Advanced Materials、PFAS分析向け超高純度LC-MS溶媒「Chromasolv™」を発表

#24 折り紙着想の熱電発電器が廃熱を電力に変換、日本発研究で高効率有機材料も

#25 Niron Magnetics、希土類フリー磁石の初工場建設に向け1億5,000万ドルを調達、Materials
NexusはAIで新磁石を発見

#26 Vedanta Aluminium、IITデリーと共同開発した銅ドープ合金など自動車向け先進金属を発表

#27 Scandium Canada、Scalium®アルミニウム・スカンジウム合金をFerreol Skisの2026-2027
年全コレクションに大規模展開

#28 Phenom Resources、スウェーデン拠点でバナジウム全固体電池プラットフォームの商業化を推

進

#29 Ucore Rare Metals、RapidSX™技術で複数ソースから99.5%純度のネオジム・プラセオジム生
産に成功

#30 Denovia、大手ポリエステル材料メーカーと分子リサイクル技術のグローバル産業規模展開で提
携

#31 Gasgooアワード2026、自動車産業の高性能化と製造効率向上を牽引する新素材・先進製造技術
に焦点

#32 中国固体電池大手、Ronbayが硫化物電解質生産を加速し、Guansheng Dongchiが風力・太陽光
貯蔵向けポリマーハイブリッド電池を供給開始

#33 Factorial EnergyとSK On、全固体電池製造で協業合意、ProLogiumが量産に向け5000万ドル

調達

#34 TRAMACO、透明性と高導電性を両立する水性PEDOT:PSSベース機能性コーティング「DJIC-
AS01」を発表

#35 固体電池開発、酸化物系電解質が先行し硫化物系量産は2030年へ延期、LATP価格下落が半固体
電池普及を加速

#36 全固体電池の2027年量産計画、アノードレス構造とリチウム金属需要が材料・リサイクル業界

に新課題提示

#37 スピントロニクスデバイス、STT-MRAM商用化に加えSOT-MRAMとドメインウォール/スキルミ
オンデバイスが次世代メモリ・コンピューティングを牽引



#38 ノースカロライナ州立大学が1000回損傷を自己修復する複合材料を開発しライセンス供与、極
低温・in-vivo環境でも修復可能な材料が登場

#39 AIモデルがエネルギー材料の探索を加速：MLIPとLLMを活用した高効率なクローズドループ設計

システムが論文発表

#40 Syntegon、医薬品コーティングの効率と安全性を高める可変バッチ対応パイロットスケール錠
剤コーター「Sepion 75」を発表

#41 スピントロニクス技術の進展が材料科学にブレークスルー：STT-MRAMの高速・低電力化が非揮
発性メモリの未来を拓く

#42 Solid Power、JPモルガン自動車会議で電解質供給への戦略転換を発表も、全固体電池の広範な
商業化は数年先

#43 PPG、オハイオ州に2.8億ドル超の自動車用コーティング新施設を着工、持続可能性を長期的な
事業成功の核に

#44 可視光で自己修復・クローズドループリサイクル可能なバイオベースビトリマーが開発され、持
続可能な熱硬化性樹脂の課題を解決

#45 Pheno Innovations、UV放射を99.5%以上ブロックしつつ92%の透過率を誇るペロブスカイト
太陽電池用ガラス「PhenoGlass-UVCut400」を発表



#01 MIT、ソフトロボットや変形航空機翼向け生体模倣型
適応材料の3Dプリント設計フレームワークを開発

概要

マサチューセッツ工科大学（MIT）の研究者らが、ソフトロボティクスや変形航空機
の翼などに応用可能な、生体模倣型適応材料を設計するための革新的な数学的フレー
ムワークを発表しました。このフレームワークは、3Dプリンティング技術を最大限に

活用し、AIモデルとの統合によって材料発見プロセスを大幅に加速させることを目指
しています。これにより、特定の外部刺激に応じて形状や特性を変化させる「スマー
ト材料」の設計と製造が飛躍的に進展する可能性があります。特に、複雑な生物学的

原理を工学的に応用することで、これまで困難だった高性能かつ適応性の高い材料の
実現に道を拓きます。

公開日 2026年08月17日  MIT News | Massachusetts Institute of Technology  アメリカ



詳細

主要成果

マサチューセッツ工科大学（MIT）の研究チームは、生体模倣型適応材料の設計と製造
を根底から変革する、新しい数学的フレームワークを開発しました。この画期的なアプ
ローチは、ソフトロボティクスや次世代の変形航空機の翼など、外部環境に応じてダイ
ナミックに変化する材料の実現を可能にします。

技術・臨床詳細

このフレームワークは、生物学的な原理、特に生物が自己組織化し、環境に適応するメ
カニズムからインスピレーションを得ています。研究者らは、これを数学的にモデル化
し、デジタル設計と3Dプリンティング技術とを組み合わせることで、複雑な形状や機能
を持つ適応材料の効率的な製造を可能にしました。さらに、AIモデルをプロセスに統合
することで、材料の特性を予測し、最適な設計を迅速に探索する能力を大幅に向上させ
ることが期待されています。これにより、試行錯誤の回数を減らし、開発サイクルを短
縮することが可能になります。

背景・業界文脈

従来の材料設計では、固定された特性を持つ材料を特定の用途に合わせるアプローチが
一般的でした。しかし、ソフトロボティクスやスマート構造といった新しい分野では、
環境の変化にリアルタイムで対応できる、より柔軟で適応性の高い材料が求められてい
ます。MITが開発したこのフレームワークは、これらの要求に応えるための重要なステ
ップであり、生物学的な複雑さを工学的な製造プロセスに落とし込むという長年の課題
に対する解決策を提示します。

今後の展望

この技術は、航空宇宙産業における燃費効率の高い変形翼、医療分野における個別化さ
れた生体適合デバイス、さらには消費者製品における革新的な触覚インターフェースな
ど、幅広い分野での応用が期待されます。AIとの連携をさらに強化することで、自律的
な材料発見と設計が実現し、未来の技術革新の基盤となる可能性を秘めています。この
研究は、機能性材料の設計と製造におけるパラダイムシフトを予兆しています。

元記事: https://news.mit.edu/2026/mathematical-framework-connects-biological-principles-

https://news.mit.edu/2026/mathematical-framework-connects-biological-principles-manufacturable-adaptive-material-0817


manufacturable-adaptive-material-0817

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://news.mit.edu/2026/mathematical-framework-connects-biological-principles-manufacturable-adaptive-material-0817


#02 PEDOT/PSSコーティング3Dスペーサーファブリック
により自己給電型ウェアラブル向け熱電・圧電デュアルモ
ードセンサーを開発

概要

研究者らは、導電性高分子PEDOT/PSSを3DスペーサーファブリックのPVDFスペーサー

フィラメントにコーティングすることで、画期的な3次元フレキシブルセンシングユニ
ットを開発しました。この新しいセンサーは、熱電と圧電の両方の応答を兼ね備えた
デュアルモード特性を持ちます。これにより、体温や動きなどの複数の生理的信号を

同時に感知できる、自己給電型のウェアラブルアプリケーションへの応用が期待され
ます。従来の単一モードセンサーと比較して、より包括的でエネルギー効率の高いモ
ニタリングソリューションを提供します。

公開日 2026年08月15日  ACS Publications  アメリカ



詳細

主要成果

新しい研究により、PEDOT/PSS（ポリ(3,4-エチレンジオキシチオフェン)-ポリ(スチレン
スルホン酸)）を3Dスペーサーファブリックのポリフッ化ビニリデン（PVDF）スペーサ
ーフィラメントに効果的にコーティングすることで、熱電と圧電の両方の機能を併せ持
つデュアルモードフレキシブルセンシングユニットが実現しました。この革新的な材料
は、自己給電型のウェアラブルアプリケーションにおいて、複数の物理的刺激を同時に
検出する能力を持つことを実証しました。

技術・臨床詳細

開発された3次元フレキシブルセンサーは、その独自の構造と材料構成により、優れた
熱電変換効率と圧電応答性を示します。PEDOT/PSSのコーティングは、PVDFの圧電特
性を補完し、同時に熱エネルギーを電気エネルギーに変換する熱電効果を付与します。
この統合により、単一のデバイスで温度差（熱電）と機械的歪み（圧電）の両方を高感
度で検出することが可能です。特に、体動による微細な機械的変化や体温差を捉えるこ
とで、健康モニタリングやスポーツ科学など、多様な生体信号の取得に応用できます。

背景・業界文脈

ウェアラブルエレクトロニクスの分野では、より多機能で、かつエネルギー効率の高い
センサーが求められています。従来のウェアラブルセンサーは単一の物理量を測定する
ことが多く、複数の機能を統合するためには複数のデバイスや複雑な回路が必要でし
た。また、電源供給も大きな課題の一つです。本研究で開発されたデュアルモードセン
サーは、環境から熱と動きの両方をエネルギーとして利用できるため、外部バッテリー
への依存度を低減し、真の自己給電型デバイスの実現に貢献します。



今後の展望

この技術は、次世代のスマートテキスタイル、健康モニタリングデバイス、ソフトロボ
ティクス、さらには人間と機械のインタラクションシステムにおいて重要な役割を果た
す可能性があります。特に、そのフレキシブルな特性は、皮膚に直接装着するパッチや
衣服に組み込むセンサーとしての応用を容易にします。今後、センサーの感度、安定
性、生体適合性のさらなる向上が期待され、多様な環境での実用化に向けた研究が進め
られるでしょう。これにより、より快適で持続可能なウェアラブル技術の未来が拓かれ
ます。

元記事: https://pubs.acs.org/acsodf/article/doi/10.1021/acsomega.6c03682/5259427/PEDOT-PSS-

Surface-Coated-Warp-Knitted-Spacer

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/acsodf/article/doi/10.1021/acsomega.6c03682/5259427/PEDOT-PSS-Surface-Coated-Warp-Knitted-Spacer
https://pubs.acs.org/acsodf/article/doi/10.1021/acsomega.6c03682/5259427/PEDOT-PSS-Surface-Coated-Warp-Knitted-Spacer


#03 AI最適化P3HB:ZnO複合圧電ナノファイバーが持続可
能な歩行モニタリングシステムでPVDF:ZnOを超える性能
を達成

概要

AI駆動の人工ニューラルネットワーク-遺伝的アルゴリズムフレームワークを用いて、

高性能なポリ(3-ヒドロキシ酪酸):酸化亜鉛(P3HB:ZnO)複合圧電ナノファイバーが開発
されました。この新材料は、持続可能でインテリジェントな歩行モニタリングシステ
ムへの応用を目指しており、既存のポリフッ化ビニリデン:酸化亜鉛(PVDF:ZnO)複合材

料を圧電性能で上回ることを示しました。これにより、ウェアラブルヘルスケアデバ
イスにおける精度と環境持続可能性が大幅に向上する可能性があります。

公開日 日付不明  Academic Journal



詳細

主要成果

持続可能でインテリジェントな歩行モニタリングシステム向けに、AI駆動の最適化フレ
ームワークを活用して開発されたP3HB:ZnO複合圧電ナノファイバーが、従来の
PVDF:ZnO複合材料と比較して優れた圧電性能を示すことが明らかになりました。この
成果は、次世代のウェアラブルヘルスケアデバイスの実現に向けた重要な一歩となりま
す。

技術・臨床詳細

研究では、人工ニューラルネットワークと遺伝的アルゴリズムを組み合わせたAIフレー
ムワークを用いることで、P3HB（ポリ(3-ヒドロキシ酪酸)）とZnO（酸化亜鉛）の複合
ナノファイバーの組成と構造を精密に最適化しました。P3HBは生分解性プラスチック
であり、持続可能性の観点から注目されています。最適化されたP3HB:ZnO複合ナノフ
ァイバーは、高い圧電係数と機械的柔軟性を両立し、人間の歩行動作から発生する微小
な機械的エネルギーを効率的に電気信号に変換する能力を持っています。これにより、
歩行パターン、速度、バランスなどの詳細なデータをリアルタイムで収集し、AIアルゴ
リズムを用いて異常を検知したり、リハビリテーションの効果を評価したりすることが
可能になります。

背景・業界文脈

高齢化社会の進展や健康意識の高まりに伴い、歩行モニタリング技術は転倒予防、疾患
早期発見、リハビリ支援など、多岐にわたる分野でその重要性を増しています。既存の
歩行センサーには、バッテリー寿命、フレキシビリティ、環境負荷といった課題があり
ました。本研究で開発されたP3HB:ZnOナノファイバーは、持続可能な生体由来材料を
使用しつつ、圧電発電により自己給電能力を持つことで、これらの課題を克服する可能
性を秘めています。特に、圧電性能において広く用いられているPVDF:ZnOを超える性
能を示したことは、その実用化への大きな期待を抱かせます。



今後の展望

このP3HB:ZnO複合圧電ナノファイバー技術は、ウェアラブル医療機器、スマートテキ
スタイル、パーソナルヘルスケアシステムなど、幅広い応用が考えられます。AIとの連
携により、より高度なデータ分析と個別化されたフィードバックが可能となり、ユーザ
ーのQOL向上に貢献すると期待されます。今後は、長期安定性、大量生産性、コスト効
率に関するさらなる検証が進められ、実用化に向けた開発が加速するでしょう。

元記事: https://pmc.ncbi.nlm.nih.gov/articles/PMC13431746/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pmc.ncbi.nlm.nih.gov/articles/PMC13431746/


#04 動的ポリマーネットワークと相分離の相乗効果で3D
プリント後モジュラス3桁減少を可能にする材料操作手法
を開発

概要

研究者らは、動的ポリマーネットワークと相分離の相乗的エンジニアリングを通じ

て、3Dプリント後の材料（polyHUBM/mPEG）の機械的特性を操作する革新的な手法
を開発しました。この技術により、印刷後にモジュラスを3桁減少させ、硬質な状態か
ら軟質な状態へと変化させることが可能になります。これは、単一の材料から多様な

機械的特性を持つ構造を製造できることを意味し、ソフトロボティクスや生体医療機
器分野における設計の柔軟性を大幅に向上させます。

公開日 2026年08月16日  ACS Publications  アメリカ



詳細

主要成果

動的ポリマーネットワークと相分離という二つのメカニズムを相乗的に組み合わせるこ
とで、3Dプリント後の材料（polyHUBM/mPEG）の機械的特性を高度に操作する新しい
手法が開発されました。この技術は、印刷完了後に材料のモジュラス（弾性率）を驚異
的な3桁減少させ、硬質から軟質へと大きく変化させることを可能にします。これは、
単一の印刷プロセスで広範囲な機械的特性を持つ部品を製造できる画期的な進歩です。

技術・臨床詳細

本手法は、特定の熱処理や化学処理を通じて、3Dプリントされたポリマー複合材料内部
の動的結合（可逆的な共有結合や非共有結合）を活性化させると同時に、相分離プロセ
スを誘発します。これにより、材料の内部構造が再編成され、巨視的な機械的特性が変
化します。具体的には、剛性の高い状態からエラストマーのような軟らかい状態へと、
モジュラスを例えばギガパスカル（GPa）レベルからメガパスカル（MPa）レベル、あ
るいはさらに低いキロパスカル（kPa）レベルへと段階的に調整することが可能です。
この精密な制御は、材料の最終的な用途に合わせたカスタマイズを可能にし、特にソフ
トロボティクスや組織工学の分野で、複雑な機能を持つデバイスの実現に不可欠です。

背景・業界文脈

3Dプリンティング技術は、複雑な形状の製造を可能にしましたが、材料の機械的特性は
通常、印刷プロセス中に固定されていました。しかし、ソフトロボットや生体適合性イ
ンプラントなどの分野では、使用環境や機能に応じて機械的特性を柔軟に変化させる能
力が求められています。これまでの手法では、複数の材料を使用したり、複雑な構造設
計に頼ったりする必要がありましたが、本研究は単一の材料と後加工によってこの課題
を解決する道を拓きます。この技術は、材料設計と製造の間のギャップを埋め、より多
機能なスマート材料の創出を加速します。



今後の展望

この「ポストプリンティング操作」技術は、ソフトロボティクス、ウェアラブルデバイ
ス、個別化された医療機器、組織再生用足場、およびアクチュエーターなど、多様な分
野での応用が期待されます。例えば、手術中に軟らかさを調整できるインプラントや、
環境に応じて柔軟性を変えるロボット部品などが考えられます。今後の研究では、操作
可能な特性の種類を増やし、操作の速度や精度をさらに向上させることが焦点となるで
しょう。これにより、より高度な機能と適応性を持つ次世代製品の開発に大きく貢献す
る可能性があります。

元記事: https://pubs.acs.org/aamick/article/doi/10.1021/acsami.6c11998/5259330/Post-Printing-

Manipulation-of-Material-Mechanical?searchresult=1

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/aamick/article/doi/10.1021/acsami.6c11998/5259330/Post-Printing-Manipulation-of-Material-Mechanical?searchresult=1
https://pubs.acs.org/aamick/article/doi/10.1021/acsami.6c11998/5259330/Post-Printing-Manipulation-of-Material-Mechanical?searchresult=1


#05 UCSBとUCLA主導のBioPACIFIC MIPがNSF資金更
新、バイオ由来材料研究と装置アクセスを拡大

概要

カリフォルニア大学サンタバーバラ校（UCSB）とカリフォルニア大学ロサンゼルス校
（UCLA）が主導する国立科学財団（NSF）資金提供の国立ユーザー施設BioPACIFIC

MIPが更新されました。この更新により、BioPACIFIC MIPはバイオ由来およびバイオイ

ンスパイアード材料の開発を継続し、全米の研究者向けに特殊な合成および特性評価
装置へのアクセスを拡大します。これは、持続可能で高性能な新材料の研究とイノベ
ーションを加速させるための重要なインフラ投資となります。

公開日 2026年08月21日  UCSB Electrical and Computer Engineering  アメリカ



詳細

主要成果

カリフォルニア大学サンタバーバラ校（UCSB）とカリフォルニア大学ロサンゼルス校
（UCLA）が共同で運営する、国立科学財団（NSF）が資金提供する「BioPACIFIC MIP」
が更新されました。この国立ユーザー施設は、今後もバイオ由来およびバイオインスパ
イアード材料の研究開発を推進し、全米の科学者やエンジニアが最先端の合成・特性評
価装置を利用できる機会を拡大します。

技術・臨床詳細

BioPACIFIC MIPは、生物学的なメカニズムや構造からヒントを得て、新しい機能を持つ
材料を設計・合成・特性評価することに特化しています。更新された資金により、研究
者らは、例えば、自己修復機能を持つポリマー、生体適合性の高い医療材料、環境に優
しいバイオプラスチックなど、次世代の材料開発に取り組むことができます。施設内の
高度な機器には、ナノスケールの構造を解析する電子顕微鏡、分子レベルでの合成を可
能にするロボットプラットフォーム、材料の物理的・化学的特性を精密に測定する装置
などが含まれ、多様な分野の研究ニーズに対応します。

背景・業界文脈

持続可能性と環境意識の高まりにより、石油由来の材料に代わるバイオ由来材料への需
要が増大しています。BioPACIFIC MIPのような共同研究施設は、高価で専門的な設備へ
のアクセスを民主化し、大学、産業界、政府機関の研究者が協力して、これらの課題に
取り組むためのプラットフォームを提供します。NSFの資金提供は、アメリカの材料科
学における競争力を維持し、国家的な科学技術の優先事項を支援する上で不可欠です。



今後の展望

この施設の更新は、バイオ由来材料の分野における発見を加速し、新産業の創出や既存
産業の変革を促進することが期待されます。特に、再生可能資源から高性能材料を開発
する能力は、クリーンエネルギー、医療、消費財、航空宇宙など、多くの戦略的産業に
影響を与えます。BioPACIFIC MIPは、今後も最先端の研究を支援し、革新的な材料ソリ
ューションを通じて、社会が直面する地球規模の課題解決に貢献し続けるでしょう。ま
た、研究者間の連携を強化し、学際的なアプローチを推進するハブとしての役割も担い
ます。

元記事: https://www.ece.ucsb.edu/news/all/2026/ece-faculty-national-cloud-lab-advanced-materials

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.ece.ucsb.edu/news/all/2026/ece-faculty-national-cloud-lab-advanced-materials


#06 MDPI、局所治療薬送達とスマートバイオインターフ
ェース向けカテコール化学由来接着性ハイドロゲルをレビ
ュー

概要

MDPIが、生体模倣型接着性ハイドロゲルの進歩と将来の展望をまとめた包括的なレビ

ュー論文を発表しました。このレビューは、特にカテコール化学に触発されたハイド
ロゲルが局所的な治療薬送達システムやスマートバイオインターフェースに応用され
る可能性に焦点を当てています。さらに、AI支援による材料発見が、これらの次世代

ハイドロゲルの開発において果たす重要な役割についても言及しており、医療分野に
おける材料科学の革新を示唆しています。

公開日 2026年08月20日  MDPI  スイス



詳細

主要成果

MDPIを通じて発表された最新のレビュー論文は、生体模倣型接着性ハイドロゲルの急
速な進歩と将来的な応用可能性を詳細に論じています。特に、カテコール化学からイン
スピレーションを得たハイドロゲルが、局所的な治療薬送達システムや知的なバイオイ
ンターフェースとして極めて有望であることを強調しています。このレビューは、AI支
援による材料発見が、これらの革新的な材料の開発プロセスにおいていかに不可欠であ
るかを明らかにしています。

技術・臨床詳細

カテコール基は、貽貝（イガイ）が濡れた表面に強力に接着する能力に由来しており、
生体組織への優れた接着性と生体適合性を提供します。このレビューでは、カテコール
化学を利用して合成されたハイドロゲルが、外科的接着剤、組織工学用足場、および精
密な治療薬送達システムとしてどのように設計されているかを探ります。これらのハイ
ドロゲルは、特定の疾患部位に直接薬剤を放出することで、全身的な副作用を最小限に
抑え、治療効果を最大化する可能性があります。さらに、センサー機能を持つスマート
バイオインターフェースとして、生体信号を検知し、適切なタイミングで治療応答を誘
発する能力も注目されています。

背景・業界文脈

医療分野では、組織への低侵襲で効果的な治療薬送達、そして疾患診断・治療における
生体インターフェースの改善が長年の課題でした。従来の接着剤や送達システムは、接
着力の不足、炎症反応、あるいは不正確な薬剤放出といった問題を抱えていました。生
体模倣型接着性ハイドロゲルは、これらの課題に対する有望な解決策を提供し、特にカ
テコール化学に基づく材料は、その優れた性能により急速に研究が進展しています。AI

の導入は、複雑な材料設計空間を効率的に探索し、最適な組成や構造を持つハイドロゲ
ルを迅速に特定することを可能にし、開発プロセスを加速させています。



今後の展望

このレビューは、生体模倣型接着性ハイドロゲルの研究開発が今後、個別化医療、再生
医療、そしてスマート医療デバイスの分野で中心的な役割を果たすことを示唆していま
す。AI技術のさらなる統合は、新しいカテコール化学を利用したハイドロゲルの発見、
設計、最適化を促進し、これまでにない機能を持つバイオマテリアルの創出に繋がるで
しょう。将来的には、これらのハイドロゲルが、外科手術の改善、慢性疾患の管理、お
よび高度な診断ツールの開発に大きく貢献することが期待されます。

元記事: https://www.mdpi.com/2313-7673/11/8/593

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/2313-7673/11/8/593


#07 Royal Society of Chemistry、2次元NbOI2を用いた
柔軟な圧電センサーを開発しウェアラブルHMIシステムに
適用

概要

The Royal Society of Chemistryが、ポリイミド基板上に2次元NbOI2（酸化ヨウ化ニオ

ブ）を用いた柔軟な圧電センサーを構築した研究を発表しました。このセンサーは、
様々な曲げ角度と周波数において安定した繰り返し可能な応答を示すことが確認され
ており、ウェアラニブルエレクトロニクスや人間と機械のインタラクション（HMI）

システムへの応用が期待されます。従来の材料と比較して、その高い柔軟性と安定性
は、次世代のスマートデバイス開発において重要なブレークスルーとなります。

公開日 2026年08月18日  The Royal Society of Chemistry  イギリス



詳細

主要成果

研究者らは、ポリイミド基板上に先進的な2次元材料であるNbOI2（酸化ヨウ化ニオ
ブ）をベースとした柔軟な圧電センサーを開発しました。この新しいセンサーは、広範
囲の曲げ角度と異なる周波数条件下で、非常に安定しており、かつ繰り返し可能な電気
的応答を示すことが実証されました。この特性は、ウェアラブルエレクトロニクスや人
間と機械のインタラクション（HMI）システムにおける革新的な応用を可能にするもの
です。

技術・臨床詳細

開発されたセンサーは、NbOI2の優れた圧電特性とポリイミドの機械的柔軟性を組み合
わせています。NbOI2は、機械的ストレスを電気信号に効率的に変換する能力を持ち、
その2次元構造が薄型・軽量で高感度なセンサー実現に寄与しています。このセンサー
は、指の動き、関節の屈曲、さらには微細な振動など、様々な身体動作によって発生す
る機械的歪みを高精度で検出できます。さらに、その柔軟性により、不規則な表面や動
きの多い部位にも容易に装着でき、安定した信号取得が可能です。実験では、複数の曲
げサイクルにわたる耐久性と、特定の周波数範囲での応答の一貫性が確認されました。

背景・業界文脈

ウェアラブルデバイスの市場は急速に拡大しており、より快適で、より高機能なセンサ
ーが求められています。従来の圧電センサーは、しばしば剛性が高く、生体適合性やフ
レキシビリティに課題がありました。特に、人間と機械のインタラクション分野では、
自然なジェスチャーや動きを正確に認識するための、柔軟で堅牢なセンサーが不可欠で
す。NbOI2のような新しい2次元材料の導入は、これらの課題を克服し、次世代のスマ
ートテキスタイル、健康モニタリング、そして仮想現実/拡張現実（VR/AR）デバイスの
開発を加速させる可能性を秘めています。



今後の展望

このNbOI2ベースの柔軟な圧電センサーは、ウェアラブル健康診断、スポーツパフォー
マンスモニタリング、ジェスチャー制御インターフェース、ソフトロボティクスなど、
幅広い応用分野で革新をもたらすでしょう。その安定性と繰り返し可能な応答は、信頼
性の高いデータ収集を保証し、AIアルゴリズムと組み合わせることで、より高度な動作
認識や予測分析が可能になります。将来的には、この技術がさらにスケールアップさ
れ、低コストで大量生産可能になることで、より多くの製品に組み込まれ、私たちの日
常生活におけるHMI体験を大きく向上させることが期待されます。

元記事: https://pubs.rsc.org/nr/article/doi/10.1039/d6nr01966h/1292293/A-NbOI2-based-flexible-

piezoelectric-sensor-for

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.rsc.org/nr/article/doi/10.1039/d6nr01966h/1292293/A-NbOI2-based-flexible-piezoelectric-sensor-for
https://pubs.rsc.org/nr/article/doi/10.1039/d6nr01966h/1292293/A-NbOI2-based-flexible-piezoelectric-sensor-for


#08 New Atlas、毒物・重金属・有毒エアロゾルを検出す
る圧電材料製「e-スキン」ウェアラブルパッチを開発

概要

New Atlasが、圧電材料で作られた革新的なロボット「e-スキン」の開発を報じまし
た。このe-スキンは、毒物、重金属、有毒エアロゾルなどの有害物質を検出できるウ
ェアラブルパッチとして機能します。ユーザーに対して電気信号で危険を警告する機

能を持ち、環境モニタリングや個人の安全確保において画期的なソリューションを提
供する可能性があります。従来の検出器よりも小型で装着しやすく、リアルタイムで
の危険通知を実現します。

公開日 2026年08月17日  New Atlas  オーストラリア



詳細

主要成果

圧電材料を基盤としたロボットの「e-スキン」が開発され、毒物、重金属、さらには有
毒エアロゾルといった有害物質を検出する能力を持つウェアラブルパッチとしての応用
が期待されています。この革新的なデバイスは、検出した危険を電気信号でユーザーに
即座に警告する機能を備えており、個人の安全と環境モニタリングの分野に新たな可能
性を拓きます。

技術・臨床詳細

開発されたe-スキンは、機械的ストレスを電気信号に変換する圧電材料の特性を利用し
ています。この材料は、特定の有害物質（例えば、重金属イオンや揮発性有機化合物）
と接触すると、その物理的または化学的相互作用によって微細な機械的歪みや表面電荷
の変化を生じます。e-スキンに組み込まれたセンサーは、これらの変化を高感度に検出
し、対応する電気信号を生成します。生成された電気信号は、マイクロコントローラー
によって処理され、ユーザーの皮膚に触れる電極を介して、振動や微弱な電気刺激とし
て警告を発することができます。これにより、視覚や聴覚に頼らない直感的な危険通知
が可能になります。その柔軟な形態は、身体の様々な部位に快適に装着でき、連続的な
モニタリングを実現します。

背景・業界文脈

労働環境、軍事、災害対応、さらには一般市民の日常生活において、目に見えない有害
物質によるリスクは常に存在します。従来の化学物質検出器は、かさばる、反応が遅
い、または特定の物質しか検出できないといった限界がありました。ウェアラブルな検
出パッチは、これらの課題を克服し、個人がリアルタイムで環境リスクを認識できるよ
うにするものです。特に、圧電材料を用いたe-スキンは、自己給電の可能性も秘めてお
り、バッテリー交換の頻度を減らし、長時間の連続使用を可能にすることで、実用性を
大幅に向上させます。



今後の展望

この圧電材料製e-スキンは、危険な化学工場での作業員の安全確保、軍事作戦における
化学兵器検出、災害現場での有毒ガス監視、さらには大気汚染の高い都市での個人用プ
ロテクションなど、幅広い分野での応用が期待されます。将来的には、特定の疾患に関
連するバイオマーカーを検出する医療用パッチや、ロボットが環境とインタラクトする
ための触覚センサーとしての応用も考えられます。技術のさらなる小型化、多機能化、
そして検出物質の範囲拡大が進むことで、より安全でスマートな社会の実現に大きく貢
献する可能性を秘めています。

元記事: https://newatlas.com/wearables/poison-detecting-wearable-skin-patch/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://newatlas.com/wearables/poison-detecting-wearable-skin-patch/


#09 GoogleのGNoMEが220万件超の新材料を発見、A-
Labが17日間で36件のターゲット材料を合成：AIが材料科
学を加速

概要

材料科学におけるAIの劇的な進歩が報告され、GoogleのAIモデルGNoMEが220万件以

上の計算による新材料を発見し、そのうち38万1千件が新しい安定結晶構造であること
を明らかにしました。また、自律型研究室「A-Lab」がわずか17日間で36件ものター
ゲット材料を合成する成果を達成。これは、計算による発見と物理的合成の自動化に

おけるAIの役割を決定的に強調し、材料開発の速度と規模を桁違いに向上させる可能
性を示しています。

公開日 2026年08月21日  Mira



詳細

主要成果

材料科学分野におけるAIの導入が、新材料発見と合成の速度を飛躍的に向上させている
ことが明らかになりました。GoogleのAIモデル「GNoME」は、220万件以上の計算によ
る新材料候補を発見し、そのうち38万1千件が安定した結晶構造を持つ新規材料である
ことを確認しました。また、別の画期的な成果として、自律型研究室「A-Lab」が、わ
ずか17日間という短期間で36件ものターゲット材料を物理的に合成することに成功しま
した。これらの成果は、AIが材料開発の全サイクルを加速する可能性を強力に示してい
ます。

技術・臨床詳細

GoogleのGNoME（Graph Networks for Materials Exploration）は、ディープラーニング
とグラフニューラルネットワークを活用し、既存の材料データから新たな組成と構造の
安定性を予測します。これにより、実験に先立って大量の材料候補を効率的にスクリー
ニングすることが可能となり、従来の試行錯誤型のアプローチに比べて発見の効率を大
幅に高めます。一方、A-Labは、AI駆動のロボットシステムと自動化された実験装置を
組み合わせた自律型研究室です。AIが材料設計を提案し、ロボットが合成、特性評価、
データ分析を行い、その結果をAIが学習して次の実験計画を立てるというクローズドル
ープシステムが構築されています。このシステムは、人間の介入なしに材料合成のプロ
セスを高速で実行し、従来の数ヶ月から数年かかっていた作業を数日～数週間に短縮す
ることを可能にしました。

背景・業界文脈

新材料の発見と開発は、エネルギー、医療、エレクトロニクス、航空宇宙など、あらゆ
る産業の進歩に不可欠です。しかし、このプロセスは traditionally 高価で時間と労力が
かかり、成功率も低いという課題がありました。AIとロボティクスを組み合わせた自律
型材料発見の登場は、これらのボトルネックを解消し、材料開発の「ゲームチェンジャ
ー」として注目されています。特に、安定結晶構造の新規発見は、実用的な応用への道
筋を明確にし、材料科学におけるAIの信頼性と実効性を証明するものです。



今後の展望

AIが材料科学の分野で果たす役割は、今後さらに拡大するでしょう。GNoMEのような
計算ツールは、膨大な仮想材料ライブラリを提供し、A-Labのような自律型研究室は、
これらの候補を物理的に検証する速度を向上させます。この統合されたアプローチは、
新機能性材料、例えば超伝導体、高性能バッテリー材料、新しい触媒、医薬品候補など
の発見を劇的に加速させる可能性があります。これにより、より迅速な製品開発と市場
投入が可能となり、材料関連産業に大きな経済的影響をもたらすことが期待されます。
将来的には、AIが人間の専門知識と協力し、より複雑で予測困難な材料システムの設計
と合成においても中心的な役割を担うことになるでしょう。

元記事: https://agentmira.io/blog/ai-for-materials-science

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://agentmira.io/blog/ai-for-materials-science


#10 OAE Publishing、AIエージェントとLLMを活用し
「AIが夢見た」5つのMOFを実験的に合成

概要

OAE Publishingが、AIエージェントと大規模言語モデル（LLM）を用いたMOF（金属有
機構造体）およびCOF（共有結合性有機構造体）の発見に関する画期的な論文を発表
しました。この研究では、文献マイニングフレームワークL2M3が合成条件と特性デー

タを抽出し、「AIが夢見た」とされる5つのMOFが、ハイスループット合成を通じて実
際に実験的に実現されました。この成果は、AIが複雑な化学合成をガイドし、新材料
の発見と実証を劇的に加速する能力を実証しています。

公開日 2026年08月17日  OAE Publishing Inc.  中国



詳細

主要成果

OAE Publishing Inc.は、AIエージェントと大規模言語モデル（LLM）を駆使して、MOF

（金属有機構造体）およびCOF（共有結合性有機構造体）の発見に成功した画期的な研
究成果を発表しました。この研究の最も注目すべき点は、文献マイニングフレームワー
クL2M3が抽出した情報に基づいて「AIが夢見た」と表現される5つのMOFが、実際にハ
イスループット合成プロセスを通じて実験的に合成・実証されたことです。これは、AI

が単なる予測ツールではなく、現実世界の化学合成を直接的にガイドできることを示し
ています。

技術・臨床詳細

研究の中心となるのは、L2M3（Literature-to-Materials-to-Molecules）と名付けられた
文献マイニングフレームワークです。このフレームワークは、膨大な学術文献からMOF
およびCOFの合成条件、構造、特性に関するデータを自動的に抽出し、知識グラフとし
て構築します。その後、AIエージェントとLLMがこの知識グラフを活用し、これまでに
報告されていないが理論的に安定している可能性のある新しいMOF構造を「想像」しま
す。これらのAI生成設計は、その後、ハイスループット合成プラットフォームに送ら
れ、ロボットアームや自動化された反応器を用いて迅速に合成されました。実験の結
果、AIが予測した5つのMOFが実際に成功裏に合成され、その構造と特性が検証されま
した。このプロセスは、従来の人間主導の実験サイクルと比較して、時間とリソースを
大幅に節約します。

背景・業界文脈

MOFやCOFは、ガス貯蔵・分離、触媒、センサー、薬物送達など、幅広い分野で大きな
可能性を秘める多孔質材料です。しかし、その組成と構造の多様性から、新しい
MOF/COFの発見は膨大な探索空間を伴い、非常に困難でした。AIとLLMの導入は、この
探索空間を効率的にナビゲートし、有望な候補を迅速に特定する「材料インフォマティ
クス」の革命をもたらしています。今回の研究は、AIが単なるデータ分析ツールとして
だけでなく、創造的な設計者としての役割も果たし、化学合成のフロンティアを拡大で
きることを証明しました。



今後の展望

このAI駆動型MOF/COF発見プラットフォームは、新材料開発のパラダイムを根本的に
変える可能性があります。エネルギー貯蔵、炭素回収、環境浄化、さらには医薬品開発
といった分野で、特定の機能を持つMOF/COFを迅速に設計・合成できるようになるで
しょう。今後は、合成成功率のさらなる向上、AIによる予測精度の向上、そしてより複
雑な分子構造や合成経路への適用が焦点となります。この技術は、高価値な機能性材料
の市場投入を加速させ、持続可能な社会の実現に大きく貢献することが期待されます。

元記事: https://www.oaepublish.com/articles/aiagent.2026.33

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.oaepublish.com/articles/aiagent.2026.33


#11 Royal Society of Chemistry、再構成可能なフレキシ
ブルフォトニクス向け熱形状記憶・自己修復超分子エラス
トマーを開発

概要

The Royal Society of Chemistryが、強固な熱形状記憶と相乗的な「タンデム光熱」自己

修復メカニズムを兼ね備えた階層的動的超分子ポリウレタン（HCn-SPMUs）の開発を
発表しました。この革新的な材料は、再構成可能なフレキシブルフォトニクスを実現
し、蛍光パターン変調と形状記憶による3Dエンコーディングを通じて、非破壊的な光

情報記憶を可能にします。このブレークスルーは、次世代のスマートデバイスや情報
ストレージ技術に大きな影響を与える可能性があります。

公開日 2026年08月18日  The Royal Society of Chemistry  イギリス



詳細

主要成果

研究者らは、強固な熱形状記憶と、光と熱の相乗効果を利用した「タンデム光熱」自己
修復メカニズムを示す、新しい階層的動的超分子ポリウレタン（HCn-SPMUs）を開発
しました。この多機能エラストマーは、再構成可能なフレキシブルフォトニクス分野に
おいて画期的な応用を可能にし、蛍光パターンの変調と形状記憶による3Dエンコーディ
ングを通じて、非破壊的な光情報記憶を実現します。

技術・臨床詳細

HCn-SPMUsは、超分子相互作用と動的な共有結合の両方を組み合わせることで、室温
では安定した形状を維持しつつ、特定の温度に加熱するとプログラムされた元の形状に
戻る熱形状記憶特性を示します。さらに、この材料の最も革新的な特徴は、その自己修
復能力にあります。「タンデム光熱」メカニズムは、光エネルギーと熱エネルギーの両
方を活用して、材料に生じた損傷を効率的に修復します。例えば、紫外線照射と同時に
熱を加えることで、損傷部位の分子鎖が再結合し、材料の完全性と機能が回復します。
これにより、材料寿命が大幅に延び、廃棄物の削減にも貢献します。フレキシブルフォ
トニクスへの応用では、特定の蛍光色素を材料に組み込み、形状の変化と組み合わせる
ことで、情報が光信号として3D空間にエンコードされ、必要に応じて非破壊的に読み出
したり、再構成したりすることが可能になります。

背景・業界文脈

現代社会では、柔軟で耐久性のある電子デバイス、センサー、そして情報ストレージが
求められていますが、従来の材料は物理的な損傷に弱く、一度破損すると交換が必要で
した。自己修復材料は、この課題を解決する有望なアプローチとして注目されています
が、十分な機械的強度と効率的な修復能力を両立させることは困難でした。HCn-

SPMUsは、強固な機械的特性と高度な自己修復機能を兼ね備えることで、このギャップ
を埋めます。また、再構成可能なフォトニクスは、光通信、ディスプレイ、そしてセキ
ュリティアプリケーションにおける新しい可能性を拓きます。



今後の展望

このHCn-SPMUsの開発は、ウェアラブルエレクトロニクス、フレキシブルディスプレ
イ、スマートセンサー、および高密度情報ストレージデバイスといった分野に革命をも
たらす可能性があります。特に、自己修復機能は製品の信頼性と持続可能性を向上さ
せ、形状記憶機能はダイナミックなインターフェースやアクチュエーターの設計を可能
にします。将来的には、より複雑な情報記憶・処理システムへの統合や、生体模倣型ロ
ボットの皮膚としての応用も視野に入れられています。この研究は、機能性材料の設計
における新しい方向性を示し、未来のスマート社会を支える基盤技術となることが期待
されます。

元記事: https://pubs.rsc.org/py/article/17/32/3495/1281933/Robust-supramolecular-elastomers-with-

shape-memory

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.rsc.org/py/article/17/32/3495/1281933/Robust-supramolecular-elastomers-with-shape-memory
https://pubs.rsc.org/py/article/17/32/3495/1281933/Robust-supramolecular-elastomers-with-shape-memory


#12 Science誌に「ブロック化学」を発表：ロボットとAI
が医薬品・材料合成を民主化

概要

イリノイ大学のベックマン研究所の研究者らがScience誌で「ブロック化学」という分
子合成のモジュール式アプローチを発表しました。この画期的な手法は、事前に作ら
れたブロックを反復的に組み立てることで、医薬品、耐久性のある有機太陽電池材

料、消費者製品などの分子をロボットで合成し、AIでガイドされた分子発見を可能に
します。これにより、複雑な分子の設計と製造プロセスが簡素化され、分子革新が
「民主化」されると期待されています。

公開日 2026年08月20日  Beckman Institute - University of Illinois  アメリカ



詳細

主要成果

Science誌に掲載されたイリノイ大学ベックマン研究所の論文は、「ブロック化学」と
呼ばれる分子合成の革新的なモジュール式アプローチを紹介しています。この手法は、
事前に合成された化学ブロックを反復的に組み立てることを特徴とし、ロボットによる
合成とAIガイドによる分子発見を組み合わせることで、医薬品、高性能材料（例えば耐
久性のある有機太陽電池材料）、および多様な消費者製品の製造プロセスを根本的に変
革する可能性を秘めています。この技術は、分子革新を「民主化」し、より広範な研究
者や産業界が高度な分子を迅速に開発できる道筋を示します。

技術・臨床詳細

「ブロック化学」は、レゴブロックのように標準化された化学単位（ブロック）を連結
していくことで、複雑な分子構造を段階的に構築する合成戦略です。このアプローチの
鍵は、各ブロックが容易に結合し、予測可能な反応を示すように設計されている点にあ
ります。研究チームは、このブロック化学をロボットオートメーションとAIアルゴリズ
ムと統合しました。ロボットシステムは、異なるブロックを正確な順序と条件で組み立
てることで、多様な分子をハイスループットで合成できます。一方、AIは、合成された
分子の特性を予測し、望ましい機能を持つ新しい分子構造を設計するためのガイドライ
ンを提供します。これにより、研究者は手動で多数の実験を行う必要がなくなり、より
複雑で最適化された分子を効率的に探索・合成できるようになります。

背景・業界文脈

医薬品や高機能材料の合成は、しばしば多段階で複雑なプロセスを伴い、熟練した化学
者の専門知識と多大な時間、資源を必要とします。この合成の複雑性は、新薬や新材料
の開発を遅らせる大きなボトルネックとなっていました。これまでの分子合成の自動化
は限定的であり、AIの活用も主に設計や予測に留まっていました。「ブロック化学」と
ロボット・AIの組み合わせは、この課題に対する包括的な解決策を提示します。特に、
耐久性のある有機太陽電池材料のような分野では、分子構造の微細な違いが性能に大き
く影響するため、この精密な合成とAIによる設計最適化は極めて重要です。



今後の展望

「ブロック化学」は、分子合成をよりアクセスしやすく、効率的にすることで、研究室
から市場へのイノベーションのパイプラインを加速させる可能性を秘めています。医薬
品開発では、新しい治療薬の候補を迅速にスクリーニングし、最適化することが可能に
なります。材料科学では、特定の機能を持つカスタム材料の設計と製造が容易になり、
エネルギー、エレクトロニクス、バイオテクノロジーなど、幅広い分野でのブレークス
ルーを促進します。この技術のさらなる発展により、科学者やエンジニアは、より大胆
な分子設計に挑戦し、持続可能で高性能な未来の製品を創出するための新たなツールを
手に入れることになるでしょう。

元記事: https://beckman.illinois.edu/news/article/2026/08/20/publication-in-science-charts-a-path-to-

democratized-molecular-innovation

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://beckman.illinois.edu/news/article/2026/08/20/publication-in-science-charts-a-path-to-democratized-molecular-innovation
https://beckman.illinois.edu/news/article/2026/08/20/publication-in-science-charts-a-path-to-democratized-molecular-innovation


#13 MIT物理学者、量子材料ErTe3内で電子が氷のように
再構築されるメカニズムを発見し超伝導と磁性研究を深化

概要

マサチューセッツ工科大学（MIT）の物理学者らが、量子材料ErTe3（テルル化エルビ
ウム）内で電子が氷の結晶のように再構築される、これまでにないメカニズムを発見
しました。この研究は、同材料内の2つの異なる電子相が、それぞれ滑らかな広がりと

ポケット状の広がりという全く異なる様式で出現することを示しています。この画期
的な発見は、超伝導や磁性といった量子材料の基本的な特性に対する理解を深め、将
来の革新的な電子デバイス開発に寄与する可能性があります。

公開日 2026年08月20日  ScienceDaily / Massachusetts Institute of Technology  アメリカ



詳細

主要成果

マサチューセッツ工科大学（MIT）の物理学チームは、量子材料であるErTe3（テルル化
エルビウム）の内部で、電子が非常にユニークな形で再構築される現象を発見しまし
た。この研究は、材料内に存在する2つの異なる電子相が、一方は連続的かつ滑らかに
広がり、もう一方は氷の結晶が成長するように局所的な「ポケット」として出現すると
いう、驚くべき異なるメカニズムで形成されることを明らかにしました。この洞察は、
量子材料の基礎科学における重要なブレークスルーです。

技術・臨床詳細

研究者らは、走査型トンネル顕微鏡（STM）や角度分解光電子分光法（ARPES）などの
高度な実験技術を駆使して、ErTe3内部の電子状態を原子レベルで詳細に解析しまし
た。ErTe3は電荷密度波（CDW）を示す材料であり、電子が周期的なパターンを形成す
ることで知られています。今回の発見では、CDW状態の形成において、電子が均一に分
布するのではなく、ある領域では液体のように連続的に再編成される一方で、別の領域
では氷が核形成し成長するように、不連続なポケット状に凝集するという、二重の挙動
が観察されました。この「氷のような再構築」のメカニズムは、電子-格子相互作用、
電子-電子相互作用、そして局所的な不均一性が複雑に絡み合っていることを示唆して
います。

背景・業界文脈

超伝導や磁性などの量子現象は、次世代のエネルギー効率の高いエレクトロニクス、超
高速コンピューティング、量子コンピュータの開発において極めて重要です。これらの
現象は、電子が材料内でどのように振る舞うかによって決定されますが、そのメカニズ
ムは依然として多くの謎に包まれています。ErTe3のような電荷密度波材料の研究は、
電子相転移の基本的な理解を深めるための重要なプラットフォームを提供します。今回
のMITの研究は、電子の集団的な振る舞いが予想以上に多様であり、従来のモデルでは
捉えきれなかった複雑な現象が存在することを示唆しており、量子材料科学における新
たな研究方向を指し示しています。



今後の展望

この画期的な発見は、超伝導、磁性、そしてその他のエキゾチックな量子相の制御と設
計に対する新しい洞察を提供します。特に、電子の再構築メカニズムを理解し制御する
能力は、室温超伝導体や新しいタイプのスピントロニクスデバイスなど、革新的な機能
を持つ量子材料の開発に不可欠です。将来的には、この知識を活用して、より予測可能
で堅牢な量子デバイスを構築し、情報技術とエネルギー技術の未来を形作ることが期待
されます。この研究は、量子材料の物理的な限界を押し広げ、新たな科学技術のフロン
ティアを開拓する上で極めて重要な意味を持ちます。

元記事: https://www.sciencedaily.com/releases/2026/08/260819041231.htm

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.sciencedaily.com/releases/2026/08/260819041231.htm


#14 APTES界面エンジニアリングでPVDFナノファイバー
にCsPbBr3を組み込み、自己給電型モーションセンサー向
けに圧電性能130Vへ大幅向上

概要

研究者らは、APTES（3-アミノプロピルトリエトキシシラン）を介した革新的な界面

エンジニアリングにより、PVDF（ポリフッ化ビニリデン）ナノファイバー中に
CsPbBr3（臭化セシウム鉛）をin situ成長させることに成功しました。この
PVDF/APTES@CsPbBr3ナノコンポジット材料は、極性β相の形成が促進され、自己給電

型モーションセンサー向けの圧電性能を大幅に向上させ、最大130Vの出力電圧を実現
しています。これにより、ウェアラブルデバイスや環境モニタリングシステムにおけ
る高性能なエネルギーハーベスティングとセンシングの実現に大きく貢献します。

公開日 2026年08月19日  ACS Publications  アメリカ



詳細

主要成果

APTES（3-アミノプロピルトリエトキシシラン）を介した独自の界面エンジニアリング
戦略を用いることで、PVDF（ポリフッ化ビニリデン）ナノファイバー内部にCsPbBr3
（臭化セシウム鉛）ペロブスカイトを結晶としてin situ成長させることに成功しまし
た。この結果として得られたPVDF/APTES@CsPbBr3ナノコンポジットは、極性β相の形
成を顕著に促進し、その結果、自己給電型モーションセンサー向けの圧電性能が大幅に
向上し、驚異的な130Vの出力電圧を達成しました。

技術・臨床詳細

この研究の核心は、APTESというシランカップリング剤が、PVDFポリマーマトリックス
とCsPbBr3ペロブスカイト結晶の界面において、イオン-双極子相互作用を促進するとい
う点にあります。この相互作用は、PVDFが持つ様々な結晶相の中でも、特に高い圧電
特性を示す極性β相の形成を強く誘導します。従来のPVDF単独のナノファイバーや、単
純にCsPbBr3を混ぜ合わせた複合材料と比較して、APTESを用いることで、β相の含有率
と結晶性が向上し、結果として圧電効果が飛躍的に高まりました。実験では、機械的な
歪み（例えば、指の曲げ動作）から最大130Vという高電圧の電気信号を安定して生成で
きることが実証されており、これは自己給電型センサーに必要な電力供給能力を大幅に
超えるものです。

背景・業界文脈

ウェアラブルエレクトロニクス、スマートセンサー、IoTデバイスの普及に伴い、外部
電源に依存しない自己給電型デバイスへの需要が高まっています。圧電材料は、環境中
の機械エネルギー（振動、動きなど）を電気エネルギーに変換できるため、このニーズ
に応える有望な候補です。しかし、既存の圧電材料は、出力電圧が低い、柔軟性に欠け
る、製造が複雑といった課題を抱えていました。本研究は、柔軟なPVDFに高性能な
CsPbBr3を効率的に統合する新しい手法を提供することで、これらの課題を克服し、実
用的な自己給電型モーションセンサーの実現に大きく貢献します。



今後の展望

このPVDF/APTES@CsPbBr3ナノコンポジット材料は、ウェアラブル健康モニタリングデ
バイス、スポーツトラッカー、ジェスチャー認識インターフェース、そして環境振動を
利用したエネルギーハーベスティングシステムなど、幅広い分野での応用が期待されま
す。特に、130Vという高出力電圧は、複数のセンサーモジュールへの電力供給や、低消
費電力デバイスの直接駆動を可能にする点で、非常に魅力的です。今後の研究では、材
料の長期安定性、スケーラビリティ、そして様々な環境条件下での性能評価に焦点が当
てられるでしょう。この技術は、未来のスマートで持続可能な社会を支える、新しいエ
ネルギーハーベスティングおよびセンシングソリューションの基盤となる可能性を秘め
ています。

元記事: https://pubs.acs.org/cgdefu/article/doi/10.1021/acs.cgd.6c00493/5276907/APTES-Assisted-In-

Situ-Growth-of-CsPbBr3-in-PVDF

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/cgdefu/article/doi/10.1021/acs.cgd.6c00493/5276907/APTES-Assisted-In-Situ-Growth-of-CsPbBr3-in-PVDF
https://pubs.acs.org/cgdefu/article/doi/10.1021/acs.cgd.6c00493/5276907/APTES-Assisted-In-Situ-Growth-of-CsPbBr3-in-PVDF


#15 オークリッジ国立研究所、細胞膜（脂質二重層）が記
憶と学習に直接的役割を果たすことを発見しニューロモル
フィックコンピューティングを加速

概要

オークリッジ国立研究所（ORNL）主導の研究により、これまでの仮説に反し、細胞膜

（脂質二重層）が単なる受動的な障壁ではなく、記憶と学習の形成に直接的な役割を
果たすことが発見されました。この画期的な知見は、脳の機能を模倣する次世代のニ
ューロモルフィックコンピューティング技術における材料科学の進歩に大きく貢献し

ます。複雑な生物学的プロセスを模倣する新しいコンピューティングアーキテクチャ
の開発を加速する可能性があります。

公開日 2026年08月17日  Oak Ridge National Laboratory (ORNL)  アメリカ



詳細

主要成果

オークリッジ国立研究所（ORNL）主導の国際共同研究チームは、細胞膜、特に脂質二
重層が、これまで考えられていたような受動的な細胞の境界ではなく、記憶と学習の形
成プロセスにおいて直接的かつ能動的な役割を果たすことを発見しました。この画期的
な知見は、脳の機能を模倣する次世代のニューロモルフィックコンピューティング技術
における材料科学の発展に極めて重要な貢献をします。

技術・臨床詳細

研究チームは、高度なシミュレーションと実験手法を組み合わせて、脂質二重層のダイ
ナミクスとその情報処理能力を解析しました。具体的には、脂質分子が外部刺激（例え
ば、イオンの通過や電場）に応じてどのように再編成され、その物理的状態が変化する
かを詳細に観察しました。驚くべきことに、これらの脂質膜が、ニューロンにおけるシ
ナプスの可塑性と同様に、過去の刺激を「記憶」し、それに従って将来の応答を「学
習」する能力を持つことを示しました。これは、脂質分子の配列やパッキング密度の微
細な変化が、情報として保持されるメカニズムによるものです。この現象は、従来のコ
ンピューティングモデルがトランジスタのような固定されたスイッチング状態に依存し
ているのに対し、生物学的システムがより柔軟で連続的な情報処理を行っていることを
示唆しています。

背景・業界文脈

現代のコンピューティング技術は、フォン・ノイマン型アーキテクチャに基づいてお
り、データ処理と記憶が分離されているため、特にAIやビッグデータ処理において「メ
モリーウォール」というボトルネックに直面しています。これに対し、人間の脳は、情
報処理と記憶を統合したニューロモルフィック（脳型）アーキテクチャを採用してお
り、高いエネルギー効率と並列処理能力を持っています。脂質二重層が記憶と学習に直
接関与するという発見は、ニューロモルフィックデバイスを開発するための新しい材料
科学的アプローチを提供します。これにより、従来の半導体材料だけでなく、生体模倣
型材料を用いた新しいハードウェアの設計が可能となり、AI技術の飛躍的な進歩に繋が
る可能性があります。



今後の展望

この発見は、ニューロモルフィックコンピューティング分野に多大な影響を与えること
が予想されます。将来的には、脂質二重層の特性を模倣した人工膜ベースのデバイスが
開発され、よりエネルギー効率が高く、学習能力に優れたコンピューターチップが実現
するかもしれません。例えば、自己学習型センサー、適応型ロボット、そしてより高度
なパターン認識システムなどへの応用が考えられます。ORNLの研究は、生物学的知見
を工学的に応用する「バイオインスパイアード・エンジニアリング」の新たなフロンテ
ィアを開拓し、コンピューティングと材料科学の境界を曖昧にする可能性を秘めていま
す。

元記事: https://www.ornl.gov/news/scientists-discover-learning-and-memory-formation-model-

membranes

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#16 Fabbalooが3Dプリント液晶エラストマー技術を報
道：フィラメントセクションで異なる作動挙動をプログラ
ム可能に

概要

Fabbalooが、スメクチック液晶エラストマー（LCE）用の画期的な3Dプリンティング

技術の開発を報じました。この新技術により、プリンティング時にフィラメントの異
なるセクションに逆の作動挙動（膨張と収縮）をプログラムすることが可能になりま
す。これにより、空力制御、触覚ディスプレイ、ソフトロボティクスなどに応用可能

な、自己変形する表面や構造の作成が実現し、材料設計の柔軟性が大幅に向上しま
す。

公開日 2026年08月13日  Fabbaloo  カナダ



詳細

主要成果

3Dプリンティング関連メディアFabbalooは、スメクチック液晶エラストマー（LCE）に
特化した革新的な3Dプリンティング技術の開発を報じました。この新技術は、フィラメ
ントの異なるセクションに対して、独立して逆方向の作動挙動（例えば、膨張と収縮）
をプログラムすることを可能にします。これにより、空力制御、触覚ディスプレイ、ソ
フトロボティクスなどの分野に応用可能な、高度な機能を持つ自己変形表面の製造が実
現します。

技術・臨床詳細

液晶エラストマー（LCE）は、温度や光などの外部刺激に応じて可逆的に形状を変化さ
せるスマート材料です。スメクチックLCEは、分子が層状に配列する特徴を持ち、特定
の方向に沿って大きな変形を示します。この新しい3Dプリンティング技術は、高解像度
の積層造形プロセスと、LCEの分子配向を精密に制御する手法を組み合わせています。
具体的には、プリンティングヘッドが移動する際に、局所的な磁場や光照射を利用し
て、個々のフィラメントセクション内の液晶分子の配向を調整します。これにより、同
じフィラメント内であっても、あるセクションは加熱時に膨張し、別のセクションは収
縮するといった、複雑な多重応答をプログラムすることが可能になります。この空間的
に分化された作動挙動は、従来のLCE製造方法では実現が困難でした。

背景・業界文脈

ソフトロボティクス、ウェアラブルデバイス、スマートアクチュエーターなどの分野で
は、外部刺激に柔軟に対応し、複雑な変形を行う材料が求められています。従来のLCE

製造は、主にバルク（塊状）合成や薄膜形成に限られており、マイクロスケールでの精
密なパターン形成や、単一の構造内での多様な応答のプログラミングは技術的な課題で
した。この3Dプリンティング技術は、これらの課題を克服し、LCEベースのデバイス設
計における新しい自由度を提供します。特に、空力制御では、航空機の翼表面をリアル
タイムで変形させることで燃費効率を向上させることができ、触覚ディスプレイでは、
ユーザーに多様な触感フィードバックを提供する新たなインターフェースを創出しま
す。



今後の展望

このLCE向け3Dプリンティング技術は、多機能で適応性の高い次世代製品の開発に大き
な可能性を秘めています。例えば、自律的に環境に適応するソフトロボット、視覚障害
者向けの点字ディスプレイ、スマート医療デバイスのフレキシブルアクチュエーターな
どへの応用が期待されます。今後の研究では、プリンティングプロセスの速度向上、材
料の種類拡張、そしてプログラム可能な作動挙動の複雑性向上に焦点が当てられるでし
ょう。これにより、LCE技術の実用化が加速し、多様な産業分野におけるイノベーショ
ンの牽引役となることが期待されます。

元記事: https://www.fabbaloo.com/news/3d-printed-liquid-crystal-elastomers-learn-to-expand-and-

contract

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#17 NASA/MIT研究に基づくAIエージェント、高価なシミ
ュレーションなしで航空機翼モデルの摩擦低減法を開発

概要

NASAとMITの研究に基づく報告によると、AIエージェントが高価なコンピューターシ

ミュレーションに頼ることなく、航空機翼モデルの摩擦を低減する方法を開発しまし
た。この進展は、形状記憶合金と圧電アクチュエーターを活用して抗力低減のための

適応型翼を形成する変形航空機の翼開発に繋がります。また、翼構造用の軽量「メカ
ニカルメタマテリアル」の可能性も示唆されており、航空宇宙分野における材料設計
と効率向上に革命をもたらす可能性があります。

公開日 2026年08月19日  Facebook (Shared content attributed to NASA/MIT for underlying

research)  アメリカ



詳細

主要成果

NASAとMITの研究に基づき、AIエージェントが、従来必要とされていた高価なコンピュ
ーターシミュレーションを回避しつつ、航空機翼モデルの摩擦を効果的に低減する画期
的な方法を開発しました。この進展は、形状記憶合金（SMAs）と圧電アクチュエータ
ーを利用して、抗力低減のためにリアルタイムで形状を変えることができる適応型航空
機翼の開発を加速させるものです。さらに、翼構造用の超軽量「メカニカルメタマテリ
アル」の導入の可能性も示唆されています。

技術・臨床詳細

AIエージェントは、試行錯誤のプロセスを効率化するために、物理法則に基づくシミュ
レーションではなく、データ駆動型のアプローチを採用しました。具体的には、限られ
た実験データや低忠実度シミュレーションから学習し、最適な翼形状や材料特性の組み
合わせを探索することで、抗力低減を実現しました。これにより、膨大な計算リソース
を必要とする高精度流体力学シミュレーション（CFD）の実施なしに、効果的な設計解
を見つけ出すことが可能になりました。適応型翼の実現には、外部環境（速度、高度な
ど）に応じて形状を変化させることが可能なスマートマテリアルが不可欠です。形状記
憶合金は、特定の温度変化によって元の形状に戻る性質を持ち、圧電アクチュエーター
は電気信号によって微細な変形を生み出すことができます。これらの材料を翼構造に組
み込むことで、抗力を最小化するための最適な空力プロファイルを動的に維持すること
が可能になります。また、メカニカルメタマテリアルは、通常の材料にはない、負のポ
アソン比や超軽量高強度などのユニークな機械的特性を持つように設計された人工材料
であり、翼の軽量化と構造効率の向上に貢献します。

背景・業界文脈

航空業界では、燃費効率の改善と環境負荷の低減が喫緊の課題となっています。航空機
の抗力は燃費に大きく影響し、従来の固定翼設計では飛行条件の変化に対応することが
できませんでした。変形航空機の翼は、飛行中に最適な形状に調整することで抗力を低
減し、燃費を大幅に改善する可能性を秘めています。しかし、その設計と製造は極めて
複雑で高コストでした。AIの導入は、この複雑さを管理し、開発コストと時間を削減す
る上で重要な役割を果たします。高価なシミュレーションへの依存を減らすことで、中
小企業や新興企業もスマートマテリアルを活用した航空宇宙技術の開発に参入しやすく
なるでしょう。



今後の展望

このAI駆動型の摩擦低減技術とスマートマテリアルを統合した変形航空機の翼は、将来
の航空機の設計に革命をもたらす可能性があります。燃費効率の向上は、航空会社の運
航コスト削減と二酸化炭素排出量の削減に直結します。さらに、無人航空機（UAV）や
宇宙船の設計にも応用され、より高性能で自律的な飛行能力を持つシステムが実現する
でしょう。今後は、材料の耐久性、信頼性、そして大規模生産へのスケーラビリティの
検証が焦点となります。AIによる設計最適化とスマートマテリアルの進化は、航空宇宙
工学だけでなく、ロボティクス、自動車、土木工学など、様々な分野における適応型構
造の開発を加速させる可能性を秘めています。

元記事: https://www.facebook.com/newscientist/posts/ai-agents-devised-a-way-to-reduce-friction-of-

an-airplane-wing-model-even-withou/1496640909171188/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#18 Z-Polymers、レーダー透過性・高強度・耐火性を持
つ新規ポリマーを積層造形向けに商用化

概要

材料科学企業Z-Polymersは、独自の微細構造を持つ新規ポリマーを積層造形向けに商
用化し、ドローン、航空宇宙、スポーツ用品などの市場に投入しました。この材料
は、レーダー透過性、高い剛性と強度、そして耐火性を兼ね備えています。さらに同

社は、重量比で鋼鉄よりも強度が高い超極細繊維「Tullomer」も開発しており、ヘル
スケアやエネルギー分野での応用も視野に入れています。新材料の市場導入における
課題を克服し、革新的なソリューションを提供することで、多様な産業の性能向上に

貢献します。

公開日 2026年08月18日  Industry Week  アメリカ



詳細

主要成果

Z-Polymers社は、積層造形（3Dプリンティング）市場向けに、レーダー透過性、高い剛
性と強度、優れた耐火性を併せ持つ新規ポリマーの商用化を発表しました。このポリマ
ーは独自の微細構造を有しており、ドローン、航空宇宙部品、高性能スポーツ用品な
ど、幅広い用途での利用が期待されます。

技術・臨床詳細

同社が開発した新規ポリマーは、積層造形プロセスに最適化されており、複雑な形状や
軽量構造の製造を可能にします。特に注目すべきはそのマルチ機能性で、レーダー信号
を透過させる特性はステルス技術や通信機器への応用を示唆します。また、高い強度と
剛性は構造材料としての信頼性を保証し、耐火性は安全性が求められる環境での使用に
適しています。Z-PolymersのCEOであるマイク・ジマーマン氏は、新材料の商業化には
設計から製造までのエコシステム全体を巻き込む必要があり、多くの課題が存在すると
指摘しています。これに加えて、Z-Polymersは「Tullomer」と呼ばれる超極細繊維も開
発しており、これは重量あたりの強度が鋼鉄を上回る画期的な材料です。Tullomerは、
ヘルスケア、航空宇宙、エネルギー、輸送といった多様な分野での応用が見込まれてお
り、超軽量かつ高耐久性の製品実現に寄与します。

背景・業界文脈

今日の製造業では、性能と軽量化を両立する新材料が常に求められています。特に積層
造形技術の進化に伴い、従来の製造方法では困難だった複雑な部品やカスタマイズされ
た製品の需要が高まっています。Z-Polymersが提供するような高性能ポリマーは、この
技術革新をさらに加速させる鍵となります。航空宇宙産業では燃料効率の向上とペイロ
ード能力の増加が、ドローン産業では飛行時間と積載量の改善が、スポーツ用品では軽
量性と耐久性の向上といった形で、材料の性能が直接的な競争力に繋がります。



今後の展望

Z-Polymersの技術は、新材料開発におけるAIの活用やシミュレーションツールとの組み
合わせにより、さらなる進化を遂げる可能性があります。同社は、新素材の開発だけで
なく、その製造プロセスの最適化にも注力しており、スケールアップとコスト効率の改
善を通じて、より広範な市場への展開を目指しています。将来的に、これらの高性能ポ
リマーは、持続可能な製造プロセスの実現にも貢献し、循環型経済への移行を支援する
重要な役割を果たすと期待されています。

元記事: https://www.manufacturingdive.com/news/new-materials-innovation-mike-zimmerman-3D-

printing-additive-manufacturing/828050/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#19 Trinseo、ゴルディ・ハウ国際橋に高耐久性コンクリ
ート用改良剤を提供し評価を獲得

概要

Trinseo社は、同社のModifier A™/NA Latex混和剤がゴルディ・ハウ国際橋プロジェク
トでの貢献を評価され、『Concrete International』誌の巻頭記事で特集されました。
この先進材料は、厳しい環境下での長期的な耐久性向上、透水性低減、およびインフ

ラの耐用年数延長に大きく寄与しています。今回の評価は、重要なインフラプロジェ
クトにおけるTrinseo社の材料科学の専門知識と革新的なソリューション提供能力を強
調するものです。

公開日 2026年08月19日  Trinseo (News)  アメリカ



詳細

主要成果

Trinseo社製のModifier A™/NA Latex混和剤が、米国とカナダを結ぶゴルディ・ハウ国際
橋プロジェクトにおけるその優れた性能と長期的な耐久性への貢献が認められ、
『Concrete International』誌の巻頭記事で大きく取り上げられました。この材料は、コ
ンクリートの透水性を低減し、インフラ構造物の耐用年数を大幅に延長する能力が評価
されています。

技術・臨床詳細

Trinseo社のModifier A™/NA Latex混和剤は、コンクリートの内部構造を強化し、水や塩
化物イオンの浸入を防ぐことで、ひび割れの発生を抑制し、凍結融解サイクルや化学的
攻撃に対する抵抗力を高めます。特にゴルディ・ハウ国際橋のような大規模なインフラ
プロジェクトでは、極端な気象条件や交通負荷に耐えうる高耐久性コンクリートが不可
欠であり、Trinseoの技術はその要求を満たす上で中心的な役割を果たしました。この混
和剤を用いることで、コンクリートはより緻密な構造となり、長期にわたる性能維持が
可能となるため、メンテナンスコストの削減とインフラ資産の価値向上に直結します。
今回の評価は、材料科学と土木工学の融合による具体的な成果を示しており、Trinseoが
提供する材料ソリューションの信頼性と有効性を裏付けるものです。

背景・業界文脈

現代のインフラは、気候変動や老朽化といった課題に直面しており、その維持・更新に
は多大なコストと時間がかかります。特に橋梁や道路といった基幹インフラにおいて
は、長期的な耐久性と安全性が最優先されます。高耐久性コンクリートは、これらの課
題に対応するための重要なソリューションの一つであり、材料メーカー各社は性能向上
に向けた研究開発を活発に行っています。Trinseoのような企業が提供する革新的な材料
は、インフラの寿命を延ばし、持続可能な社会の構築に不可欠な役割を担っています。



今後の展望

TrinseoのModifier A™/NA Latex混和剤がゴルディ・ハウ国際橋で成功裏に適用されたこ
とは、同社の技術が他の大規模インフラプロジェクトにおいても採用される可能性を高
めます。この実績は、同社が今後も材料科学の専門知識を活かし、建設業界における持
続可能で高性能なソリューションの提供をリードしていくことを示唆しています。特
に、環境規制の強化や長期的なコスト削減の必要性が高まる中で、Trinseoのような高耐
久性材料は、ますますその重要性を増していくでしょう。

元記事: https://www.trinseo.com/news-and-events/trinseo-news/2026/august/trinseo-technology-

featured-in-concrete-international-cover-story-on-gordie-howe-international-bridge

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.trinseo.com/news-and-events/trinseo-news/2026/august/trinseo-technology-featured-in-concrete-international-cover-story-on-gordie-howe-international-bridge
https://www.trinseo.com/news-and-events/trinseo-news/2026/august/trinseo-technology-featured-in-concrete-international-cover-story-on-gordie-howe-international-bridge


#20 Levidian、塗料・コーティング材向け高濃度グラフェ
ン分散液「NanoFlow™ S1-20」を発表

概要

Levidian社は、溶剤系塗料およびコーティングシステムへのグラフェン統合を大幅に簡
素化する高濃度グラフェン分散液「NanoFlow™ S1-20」を発表しました。この製品
は、既存の標準的な設備で容易にブレンドできる即使用可能な添加剤として設計され

ており、製造業者とエンドユーザー双方のグラフェン導入を加速させます。
NanoFlow™ S1-20は、産業用保護コーティング、船舶用、インフラ、エネルギー、輸
送など、多岐にわたる用途での性能向上に貢献します。

公開日 2026年08月19日  Levidian (News)  イギリス



詳細

主要成果

Levidian社は、塗料およびコーティング材産業向けに、グラフェンの統合を飛躍的に簡
素化する高濃度グラフェン分散液「NanoFlow™ S1-20」の発売を発表しました。この画
期的な製品は、溶剤ベースのシステムに容易に組み込むことができる「すぐに使える」
添加剤として設計されており、従来のグラフェン導入に伴う複雑なプロセスを排除しま
す。

技術・臨床詳細

NanoFlow™ S1-20は、グラフェンを高濃度で安定的に分散させた製品であり、製造業者
が標準的な混合装置を使用するだけで、既存の塗料・コーティングシステムにグラフェ
ンを容易に配合できるようにします。これにより、特殊な分散装置や高度な専門知識が
不要となり、グラフェン材料の採用障壁が大幅に低減されます。グラフェンは、その優
れた機械的強度、導電性、バリア特性により、塗料やコーティング材の性能を向上させ
る可能性を秘めています。具体的には、耐食性、耐摩耗性、導電性、紫外線保護などの
特性を付与し、製品寿命の延長や機能性の追加が期待されます。NanoFlow™ S1-20は、
産業用保護コーティング、海洋環境で使用される船舶用コーティング、インフラ構造
物、エネルギー分野、輸送機器など、幅広い分野での利用が想定されており、これらの
過酷な環境下での材料の耐久性と性能向上に貢献します。

背景・業界文脈

高性能塗料およびコーティング材の需要は、多様な産業で増加の一途をたどっていま
す。特に、過酷な環境下での長寿命化や、特定の機能性（例えば、防食、導電性、耐候
性）の付与が求められています。グラフェンは「夢の新素材」として注目されてきまし
たが、その優れた特性を実際の製品に安定的に組み込む技術的な課題が普及の障壁とな
っていました。NanoFlow™ S1-20のような製品は、このギャップを埋め、グラフェン技
術の産業応用を加速させる上で非常に重要な役割を果たします。



今後の展望

NanoFlow™ S1-20の発売は、グラフェン材料の市場浸透を加速させる重要なマイルスト
ーンとなります。Levidian社は、この製品を通じて、塗料・コーティング業界における
革新を牽引し、より高性能で耐久性のある製品の開発を支援することを目指していま
す。今後、グラフェンを組み込んだ塗料・コーティング材は、スマートコーティングや
自己修復コーティングといった次世代機能性材料の開発にも道を拓き、産業のデジタル
化や持続可能性への貢献も期待されます。

元記事: https://www.levidian.com/recent-press2/levidian-launches-nanoflows1-20-making-graphene-

integration-into-paints-and-coatings-simpler-than-ever

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.levidian.com/recent-press2/levidian-launches-nanoflows1-20-making-graphene-integration-into-paints-and-coatings-simpler-than-ever
https://www.levidian.com/recent-press2/levidian-launches-nanoflows1-20-making-graphene-integration-into-paints-and-coatings-simpler-than-ever


#21 Applied Materials、AI駆動の材料工学ソリューショ
ン需要により2026年第3四半期に過去最高収益を達成

概要

Applied Materialsは、2026年第3四半期に過去最高の収益を達成し、これはAIの世界的
な急速な採用による材料工学ソリューションへの前例のない需要が牽引したもので
す。同社は、Broadcom Inc.やカリフォルニア大学バークレー校を含む3つの新たな

EPICセンターパートナーシップを発表し、ブレークスルー技術の商業化を加速させる
とともに、次世代AIシステムに不可欠な先進チップパッケージング技術の開発に注力
しています。この戦略は、初期研究から大規模製造までの技術移行を支援し、AI時代

の半導体イノベーションを強化するものです。

公開日 2026年08月13日  Applied Materials (News Release)  アメリカ



詳細

主要成果

Applied Materials社は、2026年第3四半期に過去最高の収益を報告し、その主な要因と
して、人工知能（AI）の急速な普及によって引き起こされた材料工学ソリューションへ
の未曾有の需要を挙げました。この成長を背景に、同社はBroadcom Inc.やカリフォル
ニア大学バークレー校を含む3つの新たなEPICセンターパートナーシップを発表し、ブ
レークスルー技術の商業化加速を目指しています。

技術・臨床詳細

EPICセンター（Equipment and Process Innovation and Commercialization Center）は、
Applied Materialsが業界パートナーや学術機関と連携し、半導体製造における最先端技
術の研究開発から大規模製造までのギャップを埋めるためのイニシアチブです。今回の
新たなパートナーシップは、特に次世代AIシステムに不可欠な先進チップパッケージン
グ技術に焦点を当てています。AIワークロードの増大に伴い、チップの性能、電力効
率、集積度がこれまで以上に重要となっており、Applied Materialsの材料工学ソリュー
ションは、これらの課題解決に貢献しています。同社の技術は、原子スケールでの材料
堆積、エッチング、検査などを可能にし、半導体デバイスの微細化と高性能化を支えて
います。Q3の記録的な収益は、このような高度な材料工学技術が、現代のAI駆動型経済
においていかに不可欠であるかを明確に示しています。

背景・業界文脈

AI技術の進化は、半導体産業に革命をもたらしており、高性能なプロセッサ、メモリ、
およびパッケージングソリューションに対する需要が爆発的に増加しています。特に、
チップレット技術や3Dスタッキングといった先進パッケージング技術は、従来のムーア
の法則の限界を超え、AIチップの性能を向上させる上で極めて重要です。Applied

Materialsは、これらの技術を支える材料、プロセス、装置のリーディングカンパニーと
して、半導体エコシステムの中核を担っています。業界全体がAIチップの能力を最大限
に引き出すために、材料レベルでの革新が不可欠であるという認識が広まっています。



今後の展望

Applied MaterialsのEPICセンタープログラムの拡大は、AI時代の半導体イノベーション
における同社の戦略的地位を強化します。これらのパートナーシップは、基礎研究から
製品化までの時間を短縮し、より迅速に市場に革新的な技術を供給することを可能にし
ます。AIの進化が続く限り、高性能な材料工学ソリューションへの需要は高まる一方で
あり、Applied Materialsは、次世代のAIハードウェアを形作る上で引き続き中心的な役
割を果たすと期待されています。これは、AI、HPC（ハイパフォーマンスコンピューテ
ィング）、IoTといった成長分野を支える上で不可欠な要素となるでしょう。

元記事: https://ir.appliedmaterials.com/news-releases/news-release-details/applied-materials-

announces-third-quarter-2026-results

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://ir.appliedmaterials.com/news-releases/news-release-details/applied-materials-announces-third-quarter-2026-results
https://ir.appliedmaterials.com/news-releases/news-release-details/applied-materials-announces-third-quarter-2026-results


#22 米国エネルギー省、国内製造業強化と次世代エネルギ
ー材料開発に6,100万ドル超を投資

概要

米国エネルギー省（DOE）のエネルギー効率・再生可能エネルギー局（EERE）は、国
内製造業の研究開発と実証を促進するため、31件のプロジェクトに連邦資金6,100万ド
ル以上を配分することを決定しました。これらのプロジェクトは、エネルギー技術向

けの次世代構造材料および機能性材料の開発、ならびに材料と製造プロセスの検証に
焦点を当てています。重点分野には「次世代材料と製造」「安全で持続可能な材料」
「エネルギー技術製造」が含まれ、米国のクリーンエネルギー目標達成と産業競争力

強化を目指します。

公開日 2026年08月14日  U.S. Department of Energy (DOE)  アメリカ



詳細

主要成果

米国エネルギー省（DOE）のエネルギー効率・再生可能エネルギー局（EERE）は、国内
製造業における研究、開発、実証を推進するため、総額6,100万ドルを超える連邦資金
を31件のプロジェクトに配分することを発表しました。この投資は、特にエネルギー技
術向けの次世代構造材料および機能性材料の開発と、関連する材料および製造プロセス
の検証に焦点を当てています。

技術・臨床詳細

選定されたプロジェクトは、以下の主要なテーマ領域に分類されます。

次世代材料と製造 (Next Generation Materials and Manufacturing): 高性能かつ軽
量な構造材料、あるいは特定の機能を備えた機能性材料の開発を支援します。これに
は、極限環境下での耐久性を向上させる材料、熱伝導率や電気伝導率を最適化する材
料、センサーやアクチュエーターとしての機能を持つスマート材料などが含まれま
す。

安全で持続可能な材料 (Secure and Sustainable Materials): 供給リスクの低い材料
や、製造プロセスにおける環境負荷を低減する材料に焦点を当てます。リサイクル可
能性の向上や、希少元素の使用量削減を目指すプロジェクトもこのカテゴリに含まれ
ます。

エネルギー技術製造 (Energy Technology Manufacturing): 再生可能エネルギー、エ
ネルギー貯蔵、省エネルギーシステムなどに使用される部品やシステムの製造プロセ
スを革新します。これには、製造効率の向上、コスト削減、スケーラビリティの確保
などが含まれ、クリーンエネルギー技術の市場導入を加速させます。

これらのプロジェクトは、国家のクリーンエネルギー目標達成と、米国の製造業におけ
る技術的リーダーシップを強化することを目的としています。また、サプライチェーン
の強靭化と、高付加価値製品の国内生産能力向上にも寄与します。



背景・業界文脈

気候変動対策と経済安全保障の観点から、米国はクリーンエネルギー技術への投資を加
速しています。その成功は、革新的な材料と効率的な製造プロセスにかかっています。
特に、海外依存度の高い重要材料の国産化や、エネルギー効率を最大化する新材料の開
発は、国家戦略上極めて重要です。DOEのこの資金提供は、研究機関、大学、民間企業
が連携し、これらの喫緊の課題に取り組むことを奨励するものです。

今後の展望

この大規模な資金投入は、米国の機能性材料および先進製造技術分野におけるイノベー
ションを大きく後押しします。31件の多様なプロジェクトから生まれる成果は、太陽光
発電、バッテリー、風力タービン、省エネルギー型建築材料など、多岐にわたるクリー
ンエネルギー技術の性能向上とコスト削減に貢献すると期待されます。長期的には、こ
れらの技術が実用化されることで、米国のエネルギー自給率が向上し、新たな雇用創出
にも繋がるでしょう。

元記事: https://www.energy.gov/cmei/ammto/funding-selections-ammto-bto-and-oe-fy22-multi-topic-

foa

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.energy.gov/cmei/ammto/funding-selections-ammto-bto-and-oe-fy22-multi-topic-foa
https://www.energy.gov/cmei/ammto/funding-selections-ammto-bto-and-oe-fy22-multi-topic-foa


#23 Solstice Advanced Materials、PFAS分析向け超高純
度LC-MS溶媒「Chromasolv™」を発表

概要

Solstice Advanced Materials社は、PFAS（有機フッ素化合物）分析向けに特化した超高
純度LC-MS溶媒「Chromasolv™」シリーズを発表しました。この新製品は、99.9%を超
える純度を持つメタノール、水、アセトニトリルを含み、超低PFASバックグラウンド

で厳密に評価されています。これにより、検査機関は高感度なPFAS試験における溶媒
由来の干渉を劇的に低減できるようになります。Solsticeは、様々な重要産業向けに高
性能特殊材料を提供するグローバルリーダーであり、環境分析分野における重要な課

題解決に貢献します。

公開日 2026年08月19日  Solstice Advanced Materials (NASDAQ: SOLS)  アメリカ



詳細

主要成果

Solstice Advanced Materials社は、環境中で懸念されるPFAS（有機フッ素化合物）の精
密分析を可能にする、超高純度LC-MS（液体クロマトグラフィー質量分析）溶媒
「Chromasolv™」シリーズの発売を発表しました。この新製品は、メタノール、水、ア
セトニトリルを含み、いずれも99.9%以上の純度を誇り、特にPFASバックグラウンドが
極めて低いことが特徴です。

技術・臨床詳細

PFASは、環境中に広く存在し、健康への影響が懸念されているため、食品、水、土壌な
どのサンプル中での高感度かつ正確な検出が強く求められています。しかし、分析に使
用される試薬や溶媒自体が微量のPFASで汚染されていることがあり、これが分析結果に
干渉し、誤検出や定量誤差の原因となることが大きな課題でした。Solsticeが開発した
Chromasolv™ LC-MS溶媒は、独自の精製技術によりPFASバックグラウンドを最小限に
抑え、最も要求の厳しいPFAS分析基準を満たすように厳密に評価されています。これに
より、分析ラボは溶媒由来の干渉を大幅に低減し、より信頼性の高い分析結果を得るこ
とが可能になります。高純度溶媒の提供は、PFAS研究、規制遵守、および環境モニタリ
ングの精度を向上させる上で不可欠です。

背景・業界文脈

PFASは、「永遠の化学物質」とも呼ばれ、その環境中での残留性、生物蓄積性、そして
潜在的な毒性から、世界中で規制が強化され、分析需要が高まっています。米国環境保
護庁（EPA）をはじめとする各国の規制機関は、飲料水や食品中のPFAS濃度に関するガ
イドラインや基準値を設定し、その監視を義務付けています。このような背景から、分
析業界では、PFASを正確かつ低レベルで検出できる高感度な分析方法と、それを支える
高純度な分析試薬のニーズが急速に高まっていました。



今後の展望

Solstice Advanced MaterialsによるChromasolv™ LC-MS溶媒の導入は、PFAS分析の品質
と信頼性を向上させる重要な一歩となります。これにより、環境保護機関、食品安全機
関、研究機関は、より正確なデータに基づいて意思決定を行うことが可能になり、公衆
衛生と環境保護に貢献します。Solsticeは、高機能特殊材料のグローバルリーダーとし
て、今後も環境分析やその他の重要産業における技術的課題を解決する革新的な製品開
発を継続し、市場でのリーダーシップを強化していくことが期待されます。

元記事: https://www.solstice.com/us/en/news-events/press-releases/2026/07/solstice-introduces-high-

purity-chromasolv-lc-ms-solvents-for-pfas-analysis

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.solstice.com/us/en/news-events/press-releases/2026/07/solstice-introduces-high-purity-chromasolv-lc-ms-solvents-for-pfas-analysis
https://www.solstice.com/us/en/news-events/press-releases/2026/07/solstice-introduces-high-purity-chromasolv-lc-ms-solvents-for-pfas-analysis


#24 折り紙着想の熱電発電器が廃熱を電力に変換、日本発
研究で高効率有機材料も

概要

折り紙に着想を得た、完全に印刷可能な熱電発電器が開発され、廃熱を高電力密度で

電気エネルギーに変換できることが示されました。この技術は、特に低品質の廃熱か
らのエネルギー回収に大きな可能性を秘めています。また、日本の研究チームは、布

地に直接印刷可能な柔軟で洗浄可能、かつ高効率な有機熱電化合物も開発しており、
NexThermのフォトニックシステムは廃熱変換効率18%を達成しています。これらの革
新は、ウェアラブルデバイスや産業用エネルギー回収における新たな道を開くもので

す。

公開日 2026年08月13日  Facebook (Anthony Ramos ▻ Science and Technology Discoveries /

KIT.KSOP)  ドイツ



詳細

主要成果

折り紙の設計原理を応用した、完全に印刷可能な熱電発電器が開発され、廃熱を高い電
力密度で電気エネルギーに変換する能力が実証されました。この技術は、これまで利用
が難しかった低品質の廃熱からのエネルギー回収において、画期的なソリューションを
提供します。

技術・臨床詳細

この熱電発電器は、折り紙の構造的利点を活用し、高い表面積と柔軟性を実現していま
す。これにより、熱源との接触効率が向上し、限られたスペースでもより多くの廃熱を
効果的に収集し、電力に変換することが可能になります。報告されている研究では、特
に電力密度の高さが強調されており、実用的なエネルギー回収システムへの応用が期待
されます。さらに、日本の研究チームは、柔軟性、洗浄可能性、高効率を兼ね備えた有
機熱電化合物を開発し、これを布地に直接印刷する技術を確立しました。この技術は、
ウェアラブルエレクトロニクスやスマートテキスタイルへの応用を可能にし、体温など
の廃熱を電力に変換することで、自己給電型デバイスの実現に貢献します。

また、NexTherm社は、廃熱変換効率18%という驚異的な数値を示すフォトニックシス
テムを開発したことも報じられています。これは、従来の熱電変換技術と比較して大幅
な効率向上を意味し、産業分野における大規模な廃熱回収の経済性を向上させる可能性
があります。これらの技術は、それぞれ異なるアプローチながら、環境負荷の低減とエ
ネルギー資源の有効活用という共通の目標を追求しています。

背景・業界文脈

世界中でエネルギー需要が増大し、同時に持続可能性への関心が高まる中、廃熱の有効
活用は喫緊の課題となっています。産業プロセス、自動車、電子機器などから排出され
る廃熱は膨大な量に上りますが、その多くは低品質であるため、効率的な回収技術が不
足していました。熱電発電は、熱エネルギーを直接電気エネルギーに変換するクリーン
な技術として注目されていますが、その効率とコストが普及の課題でした。今回のよう
な革新的な設計と材料開発は、これらの課題を克服し、熱電発電の実用化を大きく前進
させるものです。



今後の展望

折り紙に着想を得た熱電発電器と、日本の研究チームによる高効率有機熱電材料の開発
は、分散型エネルギー生成やウェアラブル電力供給といった分野に大きな影響を与える
でしょう。特に、IoTデバイスやセンサーネットワークの普及に伴い、小型で自己給電
可能な電源の需要は増大しています。これらの技術は、産業プロセスのエネルギー効率
向上、再生可能エネルギーシステムの補完、そして日常生活における新たなスマートデ
バイスの実現に貢献し、持続可能な社会の実現に向けた重要なステップとなることが期
待されます。NexThermの技術も産業用スケールでの応用が期待されます。

元記事: https://www.facebook.com/KIT.KSOP/posts/turning-waste-heat-into-power-with-origami-

inspired-design-what-if-low-grade-was/1650294920434069/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/KIT.KSOP/posts/turning-waste-heat-into-power-with-origami-inspired-design-what-if-low-grade-was/1650294920434069/
https://www.facebook.com/KIT.KSOP/posts/turning-waste-heat-into-power-with-origami-inspired-design-what-if-low-grade-was/1650294920434069/


#25 Niron Magnetics、希土類フリー磁石の初工場建設に
向け1億5,000万ドルを調達、Materials NexusはAIで新磁
石を発見

概要

Niron Magnetics社は、希少な希土類元素に依存しない高性能磁石の製造工場建設に向

け、1億5,000万ドルの融資を確保しました。これは、電気自動車（EV）や風力タービ
ンなどの重要産業における持続可能でコスト効率の高い磁石ソリューションへの需要
に応えるものです。同時に、英国のMaterials Nexus社はAIを活用し、わずか3ヶ月で希

少希土類フリー永久磁石「MagNex」を設計、合成、試験することに成功しました。
これらの技術は、希土類サプライチェーンのリスクを低減し、クリーンエネルギー技
術の普及を加速させる可能性を秘めています。

公開日 2026年08月19日  Facebook (Mining Weekly)  アメリカ



詳細

主要成果

希土類フリー磁石メーカーであるNiron Magnetics社は、初の製造工場建設のために1億
5,000万ドルの融資を確保しました。これにより、電気自動車（EV）、風力タービン、
ロボット工学、ドローンなどの主要産業で高まる需要に応える、持続可能でコスト効率
の高い磁石ソリューションの提供が可能になります。また、英国のMaterials Nexus社
は、AIを活用してわずか3ヶ月で希土類フリー永久磁石「MagNex」の設計、合成、試験
を完了し、その画期的な成果を発表しました。

技術・臨床詳細

Niron Magnetics社が開発している希土類フリー磁石は、現在の高性能磁石に不可欠な
ネオジムやジスプロシウムなどの希少希土類元素を使用しない点が特徴です。これによ
り、これらの元素の採掘に伴う環境負荷の低減と、サプライチェーンの地政学的リスク
からの解放が期待されます。1億5,000万ドルの融資は、米国での大規模生産体制を確立
するための重要なステップであり、同社は年間数千トン規模の磁石を生産する能力を持
つ工場を建設する計画です。これにより、EVモーターや風力発電機といった分野での需
要増に対応します。一方、Materials Nexus社のMagNexは、AIを活用した材料ディスカ
バリープラットフォームによって開発されました。通常、数年から数十年の開発期間を
要する新材料の開発が、AIの最適化能力によりわずか3ヶ月という短期間で実現したこ
とは、材料科学におけるパラダイムシフトを意味します。MagNexは、従来の希土類磁
石と比較して大幅に低いコストと炭素排出量で製造できるとされており、特にEVのコス
ト削減と持続可能性向上に貢献すると見られています。

背景・業界文脈

現代の多くの先端技術、特にクリーンエネルギー分野では、高性能永久磁石が不可欠で
す。しかし、これらの磁石の主要成分である希土類元素は、地理的に偏在し、採掘や精
製が環境に大きな負荷をかけるという問題があります。このため、希土類元素に依存し
ない代替磁石の開発は、世界的な課題となっており、地政学的リスクの回避、サプライ
チェーンの安定化、環境持続可能性の向上に直結します。Niron MagneticsやMaterials

Nexusのような企業の技術は、この課題に対する有望な解決策を提供し、脱炭素社会へ
の移行を加速させる可能性があります。



今後の展望

Niron Magneticsによる工場の建設と、Materials NexusによるAI駆動型磁石開発の成功
は、希土類フリー磁石市場の成長を大きく加速させるでしょう。Nironの技術は、高効
率モーターを必要とする産業に安定した供給を保証し、Materials NexusのAIプラットフ
ォームは、今後の新材料開発の速度と効率を劇的に向上させる可能性を秘めています。
これらの進展は、クリーンエネルギー技術のコストを下げ、持続可能性を高め、世界の
エネルギー転換に不可欠な要素となると期待されています。投資家にとって、これは希
土類市場の変動リスクを回避し、持続可能な技術に投資する新たな機会となるでしょ
う。

元記事: https://www.facebook.com/miningweekly/posts/rare-earth-free-magnet-maker-niron-secures-

150m-loan-for-first-plant/1555693893243056/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/miningweekly/posts/rare-earth-free-magnet-maker-niron-secures-150m-loan-for-first-plant/1555693893243056/
https://www.facebook.com/miningweekly/posts/rare-earth-free-magnet-maker-niron-secures-150m-loan-for-first-plant/1555693893243056/


#26 Vedanta Aluminium、IITデリーと共同開発した銅ド
ープ合金など自動車向け先進金属を発表

概要

Vedanta Aluminium社は、AutoEdge 2026において、自動車産業向けに設計された2種
類の先進的な一次鋳造合金（PFA）を発表しました。これらの新製品には、IITデリー
との共同開発による高性能アプリケーション向けの銅ドープ合金と、耐久性を高めた

Vedanta Foundry Alloy (VFA)が含まれます。これらの革新的な材料は、より軽量で安全
かつ効率的な車両の実現を目指し、次世代自動車開発の新たな境地を開拓するもので
す。これにより、自動車メーカーは性能と持続可能性を両立した車両設計が可能とな

ります。

公開日 2026年08月20日  Vedanta Aluminium (Press Release)  インド



詳細

主要成果

Vedanta Aluminium社は、AutoEdge 2026において、自動車産業の進化するニーズに対
応するための2つの革新的な一次鋳造合金（PFA）を発表しました。これらの新合金は、
軽量化、安全性向上、および車両効率の向上を目的としており、特にIITデリーとの共同
研究によって開発された高性能用途向けの銅ドープ合金と、優れた耐久性を誇る
Vedanta Foundry Alloy (VFA)が注目されます。

技術・臨床詳細

Vedanta Aluminiumが今回発表した先進金属は、自動車部品の性能を飛躍的に向上させ
る可能性を秘めています。高性能アプリケーション向けの銅ドープ合金は、高い強度と
優れた熱伝導性を特徴とし、エンジンブロック、シリンダーヘッド、トランスミッショ
ンケースなど、熱負荷が高く、厳しい機械的要件が課される部品に適しています。IITデ
リーとの共同開発により、合金の微細構造と組成が精密に制御され、最適な性能特性が
引き出されています。一方、Vedanta Foundry Alloy (VFA)は、卓越した耐久性と耐疲労
性を実現するように設計されており、サスペンションコンポーネントや構造部品など、
長寿命と信頼性が求められる部品に理想的です。これらの合金は、鋳造プロセスでの高
い流動性と低い収縮率も兼ね備えており、複雑な形状の部品でも高品質な製造を可能に
します。結果として、自動車メーカーはこれらの新合金を用いることで、部品の軽量化
を図りながらも、車両全体の安全性と燃費効率を向上させることができます。

背景・業界文脈

自動車産業は、燃費規制の厳格化、電気自動車（EV）への移行、および消費者からの安
全性と性能への要求の高まりという、複合的な圧力に直面しています。これらの課題に
対応するため、自動車メーカーは軽量かつ高性能な材料の採用を積極的に進めていま
す。特にアルミニウム合金は、その軽量性とリサイクル性から、鋼材の代替材料として
注目されています。Vedanta Aluminiumのような素材サプライヤーが、大学との共同研
究を通じて、自動車メーカーの特定のニーズに応える先進合金を開発することは、業界
全体の技術革新を加速させる上で不可欠です。



今後の展望

Vedanta Aluminiumが発表した銅ドープ合金とVFAは、次世代自動車の開発において重
要な役割を果たすと期待されています。これらの合金の採用は、自動車の製造コスト効
率を改善しつつ、最終製品の市場競争力を高めるでしょう。特にEVのバッテリーパック
や車体構造における軽量化は、航続距離の延長に直結するため、EV市場の拡大に貢献す
る可能性があります。Vedanta Aluminiumは、引き続き研究開発投資を強化し、自動車
産業のさらなる発展に貢献する革新的な材料ソリューションを提供していく姿勢を示し
ています。これは、同社がグローバルな材料サプライヤーとしての地位を盤石にする上
でも重要な戦略となります。

元記事: https://vedantaaluminium.com/media/press-releases/list/vedanta-aluminium-launches-

advanced-metals-for-automotive-industry-at-autoedge-2026/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://vedantaaluminium.com/media/press-releases/list/vedanta-aluminium-launches-advanced-metals-for-automotive-industry-at-autoedge-2026/
https://vedantaaluminium.com/media/press-releases/list/vedanta-aluminium-launches-advanced-metals-for-automotive-industry-at-autoedge-2026/


#27 Scandium Canada、Scalium®アルミニウム・スカン
ジウム合金をFerreol Skisの2026-2027年全コレクション
に大規模展開

概要

Scandium Canada社は、その子会社Scalium+が開発したScalium®アルミニウム・スカ

ンジウム（Al-Sc）合金が、Ferreol Skis社の2026-2027年全コレクションに大規模に商
用展開されることを発表しました。このマイルストーンは、Scandium Canada独自の
特許出願中のAl-Sc合金が、様々な産業分野で商業化されるという重要な一歩を示して

います。Scandiumを加えることでアルミニウムの強度、粒度、溶接性が飛躍的に向上
し、スポーツ用品から航空宇宙まで幅広い高性能製品での応用が期待されます。

公開日 2026年08月20日  Newsfile Corp. (Scandium Canada Ltd.)  カナダ



詳細

主要成果

Scandium Canada社は、同社の子会社であるScalium+が開発したScalium®アルミニウ
ム・スカンジウム（Al-Sc）合金が、Ferreol Skis社の2026-2027年コレクション全体に大
規模に採用されるという、画期的な商用展開を発表しました。この出来事は、
Scandium Canada独自の特許出願中のAl-Sc合金技術が、スポーツ用品をはじめとする多
様な産業分野で成功裏に商業化されたことを示すものです。

技術・臨床詳細

スカンジウムは、アルミニウムに微量を添加することで、その機械的特性を劇的に改善
する希少元素です。Scalium® Al-Sc合金は、アルミニウムの強度、粒度、溶接性を飛躍
的に向上させることができます。具体的には、引張強度や降伏強度が向上し、疲労寿命
が延びるため、より軽量でありながら耐久性の高い製品設計が可能になります。Ferreol
Skis社の2026-2027年コレクションへの全面採用は、この合金がスキーのような高い剛
性と耐久性が求められるスポーツ用品において、優れた性能を発揮することを実証して
います。アルミニウム・スカンジウム合金は、航空宇宙、自動車、海洋産業など、軽量
化と高強度化が同時に求められる分野で大きな可能性を秘めています。Scalium+は、こ
の合金の製造プロセスと配合比率に関して独自のノウハウを持っており、様々な顧客の
特定のニーズに合わせてカスタマイズされたソリューションを提供できることが強みで
す。今回のFerreol Skisとの提携は、その技術的な優位性と商業的実行力を明確に示して
います。

背景・業界文脈

高性能材料への需要は、特に軽量化と強度向上を両立させる必要のある産業で高まって
います。スポーツ用品業界では、競技性能の向上と製品寿命の延長のために、常に新し
い素材が求められています。スカンジウム添加アルミニウム合金は、その優れた特性か
ら「次世代のアルミニウム合金」として注目されてきましたが、スカンジウムの希少性
と高コストが普及の障壁となっていました。Scandium Canadaによる生産技術の確立と
コスト削減努力が、今回の大規模商業展開を可能にしたと考えられます。



今後の展望

Ferreol Skis社コレクションへのScalium®合金の大規模導入は、他の高性能スポーツ用
品メーカーや、航空宇宙・自動車産業におけるAl-Sc合金の採用を加速させる重要な先
行事例となるでしょう。Scandium Canadaは、この成功を足がかりに、特許出願中の合
金技術をさらに多くの分野に展開し、市場でのリーダーシップを確立することを目指し
ています。スカンジウムの供給安定化とコスト効率の改善が進めば、より広範なアプリ
ケーションでのAl-Sc合金の利用が現実のものとなり、軽量で高性能な材料ソリューシ
ョンを求める世界の産業に大きな影響を与えることが期待されます。これは、高性能製
品の性能を根本から変える可能性を秘めた技術革新です。

元記事: https://www.newsfilecorp.com/release/310643/Scandium-Canada-Announces-the-LargeScale-

Commercial-Deployment-of-its-ScaliumR-Alloy-in-Ferreol-Skis-Entire-20262027-Collection

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.newsfilecorp.com/release/310643/Scandium-Canada-Announces-the-LargeScale-Commercial-Deployment-of-its-ScaliumR-Alloy-in-Ferreol-Skis-Entire-20262027-Collection
https://www.newsfilecorp.com/release/310643/Scandium-Canada-Announces-the-LargeScale-Commercial-Deployment-of-its-ScaliumR-Alloy-in-Ferreol-Skis-Entire-20262027-Collection


#28 Phenom Resources、スウェーデン拠点でバナジウム
全固体電池プラットフォームの商業化を推進

概要

Phenom Resources社は、MK Plus社がスウェーデンの新たな拠点で、バナジウム全固
体電池プラットフォームの商業化を大きく前進させていると発表しました。MK Plus社
は、工場の確保、人員の採用、最初の受注、そして産業化のための多額の公的資金を

確保しており、欧州および中東の10社以上の新規顧客からの関心を集めています。こ
れにより、安全で持続可能なバッテリー代替品への市場ニーズに応えるとともに、同
社の技術がエネルギー貯蔵市場に与える影響が期待されます。

公開日 2026年08月13日  Stock Titan (Phenom Resources)  カナダ



詳細

主要成果

Phenom Resources社は、同社の提携企業であるMK Plus社が、スウェーデンに設立した
新拠点を基盤として、バナジウム全固体電池プラットフォームの商業化において目覚ま
しい進展を遂げていることを発表しました。MK Plus社は、製造施設の確保、熟練した
労働力の確保、初期受注の獲得、および産業化を加速させるための多額の公的資金の確
保に成功しています。

技術・臨床詳細

MK Plusが推進しているバナジウム全固体電池プラットフォームは、従来の液系リチウ
ムイオン電池に比べて、安全性、エネルギー密度、サイクル寿命、温度安定性において
優位性を持つと期待されています。全固体電池は、液体の電解質を使用しないため、発
火のリスクが大幅に低減され、より安全なエネルギー貯蔵ソリューションを提供しま
す。バナジウムは、その複数の酸化状態を利用して高いエネルギー密度を実現できる可
能性があり、特に大規模な定置型エネルギー貯蔵システムや、高性能な電気自動車
（EV）への応用が期待されています。スウェーデンでの新拠点設立は、欧州の厳格な環
境基準と技術革新へのコミットメントに合致しており、同社が産業化と量産化への準備
が整っていることを示しています。実際に、欧州および中東地域から10社以上の新規顧
客が、この安全で持続可能なバッテリー代替技術に関心を示しており、市場からの強い
需要があることがうかがえます。公的資金の獲得は、この技術が持つ国家的な戦略的重
要性が認められた証でもあります。

背景・業界文脈

世界のエネルギー貯蔵市場は、再生可能エネルギーの普及とEV化の加速により、急成長
を続けています。この中で、安全性、性能、持続可能性の向上は、バッテリー技術にと
って最も重要な課題です。全固体電池は、これらの課題に対する究極的な解決策の一つ
とされており、世界中の企業や研究機関がその開発競争に注力しています。特に、リチ
ウムの供給制約やコスト変動のリスクを抱える中で、バナジウムなどの多様な材料を利
用した全固体電池の開発は、サプライチェーンの多様化と安定化にも貢献する可能性が
あります。



今後の展望

MK Plus社によるバナジウム全固体電池の商業化の進展は、エネルギー貯蔵市場に大き
な影響を与えるでしょう。スウェーデンの新拠点は、量産化の足がかりとなり、同社は
欧州市場を中心に供給を拡大していくことが予想されます。この技術が普及すれば、グ
リッドスケールのエネルギー貯蔵、データセンターのバックアップ電源、さらには航空
宇宙や防衛分野など、安全性と信頼性が最優先されるアプリケーションに新たな選択肢
を提供することになります。Phenom ResourcesとMK Plusは、持続可能で高性能なバッ
テリー技術の未来を形作る上で、中心的な役割を果たすことが期待されています。

元記事: https://www.stocktitan.net/news/PHNMF/phenom-reports-commercialization-progress-at-mk-

plus-s-new-swedish-pa61a7gew2dr.html

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.stocktitan.net/news/PHNMF/phenom-reports-commercialization-progress-at-mk-plus-s-new-swedish-pa61a7gew2dr.html
https://www.stocktitan.net/news/PHNMF/phenom-reports-commercialization-progress-at-mk-plus-s-new-swedish-pa61a7gew2dr.html


#29 Ucore Rare Metals、RapidSX™技術で複数ソースか
ら99.5%純度のネオジム・プラセオジム生産に成功

概要

Ucore Rare Metals Inc.は、カナダ・オンタリオ州キングストンにある商業化・実証施
設で、RapidSX™技術プラットフォームが、異なる2つの原料源（イオン吸着型粘土鉱
床とバストネサイト）から99.5%の高純度ネオジム・プラセオジム（NdPr）を生産す

ることに成功したと発表しました。この成果は、UcoreのRapidSX™技術が、多様な希
土類元素組成に対応できる汎用性の高さを実証するものであり、NdFeB磁石メーカー
にとって重要な供給源となる可能性を秘めています。

公開日 2026年08月20日  Ucore Rare Metals Inc. (Press Release)  カナダ



詳細

主要成果

Ucore Rare Metals Inc.は、同社のRapidSX™技術プラットフォームが、オンタリオ州キ
ングストンにある商業化・実証施設において、異なる2つの原料源（イオン吸着型粘土
鉱床およびバストネサイト）から、99.5%の高純度ネオジム・プラセオジム（NdPr）を
生産することに成功したと発表しました。この成果は、RapidSX™技術が多様な希土類
元素組成に対応できる優れた柔軟性と効率性を持つことを明確に実証するものです。

技術・臨床詳細

希土類元素の分離・精製は、その化学的性質が非常に類似しているため、非常に困難で
コストがかかるプロセスです。UcoreのRapidSX™技術は、従来の溶媒抽出（SX）プロセ
スを大幅に加速し、効率を高めるように設計された先進的な分離技術です。今回、イオ
ン吸着型粘土鉱床（重希土類を多く含む傾向がある）とバストネサイト（軽希土類を多
く含む傾向がある）という、組成が大きく異なる2種類の希土類原料から、高純度の
NdPr（ネオジムとプラセオジムの混合物）を99.5%の純度で安定的に生産できたこと
は、この技術の汎用性と堅牢性を示す重要な証拠です。NdPrは、強力な永久磁石
（NdFeB磁石）の製造に不可欠な元素であり、電気自動車（EV）モーター、風力タービ
ン、防衛システムなどのハイテク製品に広く使用されています。この技術により、
Ucoreは、供給源の多様化を可能にし、世界の希土類サプライチェーンの安定化に貢献
する潜在力を持っています。プロセスが効率的であるため、従来の方法と比較して、よ
り低い運用コストと環境負荷で希土類を生産できる可能性があります。

背景・業界文脈

希土類元素は、現代の先進技術に不可欠な戦略的資源ですが、その供給は特定の国に集
中しており、地政学的なリスクや市場価格の変動が大きいという課題を抱えています。
このような状況下で、様々な原料から効率的に希土類を抽出・精製できる技術の開発
は、国家安全保障と経済安定化の観点から極めて重要です。NdFeB磁石メーカーは、安
定した高品質のNdPr供給源を確保することを強く求めており、UcoreのRapidSX™技術
は、そのニーズに応える有力なソリューションとなりえます。



今後の展望

Ucore Rare MetalsのRapidSX™技術によるNdPrの高純度生産成功は、希土類分離技術の
分野における重要なブレークスルーです。この技術の汎用性は、将来的に多様な希土類
鉱床からの抽出を可能にし、世界の希土類サプライチェーンに大きな柔軟性をもたらす
でしょう。これにより、カナダは希土類精製における主要なプレイヤーとしての地位を
確立し、北米およびその同盟国への重要材料の供給を強化することが期待されます。こ
の技術の商業化は、NdFeB磁石の安定供給を通じて、電気自動車市場の拡大や再生可能
エネルギー技術の発展に間接的に貢献し、ひいては脱炭素社会への移行を加速させる重
要な要素となるでしょう。

元記事: https://ucore.com/ucore-demonstrates-the-flexibility-of-rapidsx-by-producing-99-5-ndpr-from-

multiple-sources/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://ucore.com/ucore-demonstrates-the-flexibility-of-rapidsx-by-producing-99-5-ndpr-from-multiple-sources/
https://ucore.com/ucore-demonstrates-the-flexibility-of-rapidsx-by-producing-99-5-ndpr-from-multiple-sources/


#30 Denovia、大手ポリエステル材料メーカーと分子リサ
イクル技術のグローバル産業規模展開で提携

概要

次世代分子リサイクル技術を開発するDenovia Inc.は、大手国際ポリエステル材料生産
企業と戦略的技術ライセンス供与および商業化枠組み契約を締結しました。この契約
は、Denovia独自の技術を産業規模で評価し展開するための道筋を確立するもので、初

期商用施設の建設と、将来的には年間数十億ポンドの材料を処理できる複数の施設展
開を目指しています。これにより、同社の技術がポリエステル材料の持続可能性と循
環経済に大きく貢献する可能性が開かれました。

公開日 2026年08月19日  GLOBE NEWSWIRE (Denovia Inc.)  アメリカ



詳細

主要成果

次世代分子リサイクル技術のパイオニアであるDenovia Inc.は、世界的な大手ポリエス
テル材料生産企業との間で、戦略的な技術ライセンス供与および商業化枠組み契約を締
結したと発表しました。この画期的な合意は、Denovia独自の分子リサイクル技術を産
業規模で評価し、最終的に展開するための明確な道筋を確立するものです。

技術・臨床詳細

Denoviaの分子リサイクル技術は、使用済みポリエステル廃棄物を構成するモノマーレ
ベルまで分解し、そのモノマーを再重合してバージン品質のポリエステルを生産するこ
とを可能にします。これにより、資源の効率的な利用を促進し、新たな石油由来資源へ
の依存度を低減します。今回の契約では、まず初期の商用施設の建設が視野に入れられ
ており、この施設が成功すれば、将来的には年間数十億ポンドのポリエステル材料を処
理できる複数の大規模施設の展開が計画されています。この技術は、従来の機械的リサ
イクル方法では品質劣化が避けられなかった、複雑なポリエステル廃棄物や混紡繊維に
も対応できる可能性を秘めています。この能力は、リサイクル市場における価値創造を
最大化し、廃棄物の発生を最小限に抑える上で極めて重要です。また、大手企業との提
携は、Denoviaの技術が実証されており、経済的にも実行可能であることを示唆してい
ます。

背景・業界文脈

世界のプラスチック廃棄物問題は深刻化の一途をたどっており、特にポリエステルは衣
料品、包装材、ボトルなど多岐にわたる用途で広く使用されています。持続可能性と循
環経済への移行が急務となる中で、従来の機械的リサイクルでは困難だった高品質なリ
サイクルを可能にする分子リサイクル技術への期待が高まっています。各国政府や消費
者の意識の高まりも、企業にリサイクル素材の利用拡大を促しており、分子リサイクル
は、この要求に応える有力なソリューションとして注目されています。



今後の展望

Denoviaと大手ポリエステル材料生産企業との戦略的提携は、分子リサイクル技術の産
業規模での導入を加速させる重要なマイルストーンとなるでしょう。初期施設の成功
は、ポリエステル材料産業全体に大きな影響を与え、より持続可能なサプライチェーン
の構築を促進します。この技術の普及は、ポリエステル廃棄物の量を劇的に削減し、高
付加価値製品への再利用を可能にすることで、環境負荷の低減と経済的利益の両面で貢
献することが期待されます。将来的には、Denoviaの技術が他のプラスチック材料にも
応用され、広範な循環経済の実現に寄与する可能性も秘めています。

元記事: https://markets.businessinsider.com/news/stocks/from-millions-to-billions-denovia-signs-

strategic-framework-for-global-industrial-scale-1036476371

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://markets.businessinsider.com/news/stocks/from-millions-to-billions-denovia-signs-strategic-framework-for-global-industrial-scale-1036476371
https://markets.businessinsider.com/news/stocks/from-millions-to-billions-denovia-signs-strategic-framework-for-global-industrial-scale-1036476371


#31 Gasgooアワード2026、自動車産業の高性能化と製造
効率向上を牽引する新素材・先進製造技術に焦点

概要

第8回Gasgooアワード2026は、自動車産業における新素材と先進製造技術の革新に焦
点を当て、特に車両性能の向上、製造効率の改善、産業の高度化に貢献する技術を表
彰します。主な対象分野には、炭素繊維、高強度鋼、グラフェン、OLED、水素貯蔵合

金などの新規機能性材料が含まれます。これらのアワードは、コスト、供給安定性、
量産化の課題を解決し、真の産業的価値を持つ革新を重視するものです。

公開日 2026年08月21日  Gasgoo  中国



詳細

主要成果

第8回Gasgooアワード2026は、自動車産業の変革を牽引する新素材と先進製造技術に焦
点を当て、特に車両性能の向上、製造効率の改善、そして産業全体のアップグレードに
貢献する革新を表彰することを発表しました。このアワードは、実用化におけるコス
ト、供給安定性、および量産化の課題を解決する、真の産業的価値を持つ技術に重点を
置いています。

技術・臨床詳細

Gasgooアワード2026が対象とする主要な技術領域は以下の通りです。

炭素繊維（Carbon Fiber）: 軽量化による燃費向上と電気自動車（EV）の航続距離延
長に不可欠。車体構造、シャシー部品、内装部品への適用が進んでいます。

高強度鋼（High-strength Steel）: 車両の衝突安全性と軽量化を両立させるための進
化。超高張力鋼板（UHSS）などが含まれます。

新規機能性材料（New Functional Materials）:

グラフェン: 導電性、軽量性、強度に優れ、バッテリー、センサー、コーティング
材への応用が期待されます。

OLED（有機EL）: 照明、ディスプレイ、スマートウィンドウなど、自動車の内外
装におけるデザイン性と機能性を向上させます。

水素貯蔵合金: 水素燃料電池車（FCV）の普及に向けた安全で効率的な水素貯蔵ソ
リューションを提供します。

先進製造技術（Advanced Manufacturing Technologies）: 積層造形（3Dプリンテ
ィング）、デジタルツイン、AIを活用した生産最適化などが含まれ、材料の加工精度
向上、生産サイクルの短縮、カスタマイズ能力の強化を目指します。

これらの材料と技術は、自動車の軽量化、安全性向上、コネクティビティ強化、電動化
の推進に不可欠であり、業界全体の持続可能な発展を支える基盤となります。



背景・業界文脈

自動車産業は、環境規制の強化、消費者のEVへの移行、自動運転技術の進化という三重
の圧力に直面しています。これらを乗り越えるためには、従来の材料や製造プロセスで
は対応できない新たなソリューションが求められています。新素材は、車両の重量を削
減し、バッテリー効率を高め、安全性を向上させることで、これらの課題に対する直接
的な解決策を提供します。また、先進製造技術は、複雑な部品の効率的な生産を可能に
し、開発サイクルを短縮することで、イノベーションの速度を加速させます。

今後の展望

Gasgooアワード2026がこれらの分野に焦点を当てることは、中国の自動車産業が、単
なる生産量の拡大から、技術革新と高品質化へとシフトしていることを示しています。
アワードを通じて選出される革新的な技術は、中国国内だけでなく、世界の自動車市場
における競争力を高める上で重要な役割を果たすでしょう。新素材と先進製造技術の融
合は、自動車の性能を根本から変え、より環境に優しく、安全で、スマートなモビリテ
ィの未来を創造する鍵となると期待されています。

元記事: https://autonews.gasgoo.com/articles/news/converging-innovation-new-materials-and-

advanced-manufacturing-empower-the-automotive-industry-ga-2090698387719737345

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://autonews.gasgoo.com/articles/news/converging-innovation-new-materials-and-advanced-manufacturing-empower-the-automotive-industry-ga-2090698387719737345
https://autonews.gasgoo.com/articles/news/converging-innovation-new-materials-and-advanced-manufacturing-empower-the-automotive-industry-ga-2090698387719737345


#32 中国固体電池大手、Ronbayが硫化物電解質生産を加
速し、Guansheng Dongchiが風力・太陽光貯蔵向けポリ
マーハイブリッド電池を供給開始

概要

中国の固体電池業界で主要な進展が見られ、Ronbay TechnologyはXiantaoにおける硫

化物電解質プロジェクトの環境評価を通過し、RMB 5000万を投じて生産能力を増強し
ます。Guansheng DongchiはCNNC Haihuiと提携し、大規模な風力・太陽光貯蔵プロ
ジェクト向けにポリマーハイブリッド固体液体電池の供給を開始しました。また、中

国科学院物理研究所は蘇州に角形全固体電池のパイロットラインを立ち上げ、航空機
や電気自動車用途の生産を目指しています。これらの動きは、固体電池技術の商業化
と応用拡大に向けた中国の積極的な取り組みを示しています。

公開日 2026年08月18日  Shanghai Metals Market (SMM)  中国



詳細

主要成果

中国の固体電池産業は、材料基盤、エネルギー貯蔵応用、セル技術の三つの主要なフロ
ンティアで顕著な進歩を遂げています。具体的には、Ronbay Technologyが硫化物電解
質の生産加速に向けた重要な一歩を踏み出し、Guansheng Dongchiは再生可能エネルギ
ー貯蔵市場への大規模な参入を果たしました。さらに、中国科学院物理研究所は、航空
機や電気自動車市場をターゲットとした先進的な角形全固体電池のパイロットラインを
確立し、技術実用化への道を切り開いています。

技術・臨床詳細

材料面では、Ronbay Technologyは、湖北省仙桃市における硫化物固体電解質プロジェ
クトの環境影響評価を成功裏に完了し、RMB 5000万（約10億円）の追加投資を決定し
ました。この投資は、硫化物電解質の生産能力を飛躍的に向上させ、将来的な全固体電
池の量産体制を支える基盤となります。硫化物電解質は高いイオン伝導性と安定性を持
ち、次世代固体電池のキーマテリアルとして期待されています。

応用面では、Guansheng Dongchiが中国核工業集団（CNNC）傘下のHaihui社と戦略的
パートナーシップを締結しました。この提携により、Guansheng DongchiはCNNC
Haihuiの複数の風力・太陽光発電貯蔵プロジェクトに対して、先進的なポリマーハイブ
リッド固体液体電池ソリューションを提供します。これは、再生可能エネルギーの不安
定性を克服し、電力網の安定化に貢献する重要なステップです。

セル技術の進歩としては、中国科学院物理研究所が江蘇省蘇州市に最先端の角形全固体
電池パイロットラインを稼働させました。このパイロットラインは、高エネルギー密度
と安全性を両立する全固体電池の量産技術を確立することを目的としており、特に航空
宇宙産業や高性能電気自動車といった高信頼性が求められる分野への応用が見込まれて
います。これにより、固体電池の実用化が大きく加速する可能性を秘めています。



背景・業界文脈

世界の電気自動車およびエネルギー貯蔵市場では、より安全でエネルギー密度の高いバ
ッテリー技術が強く求められています。従来の液系リチウムイオン電池は性能向上が頭
打ちになりつつあり、全固体電池がその次世代技術として注目されています。中国政府
は、国家戦略として固体電池研究開発に多大な投資を行っており、Ronbay Technology
や中国科学院のような主要プレイヤーが、その推進力となっています。今回の発表は、
中国がこの競争において主導的な地位を確立しようとしていることを明確に示していま
す。

今後の展望

これらの進展は、固体電池の商業化が「いつか実現する」ものから「間もなく実現す
る」ものへと移行していることを示唆しています。Ronbay Technologyによる材料生産
の加速、Guansheng Dongchiによる大規模プロジェクトへの応用、そして中国科学院物
理研究所によるセル技術のパイロット生産開始は、相互に補完し合い、固体電池のエコ
システム全体を強化します。今後数年で、これらの技術が電気自動車やグリッドスケー
ルのエネルギー貯蔵市場に与える影響は計り知れません。特に、コスト削減と量産技術
の確立が、今後の普及の鍵となるでしょう。

元記事: https://news.metal.com/en/newscontent/104064483-solid-state-battery-three-fronts-material-

foundation-energy-storage-expansion-and-cell-breakthroughs

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://news.metal.com/en/newscontent/104064483-solid-state-battery-three-fronts-material-foundation-energy-storage-expansion-and-cell-breakthroughs
https://news.metal.com/en/newscontent/104064483-solid-state-battery-three-fronts-material-foundation-energy-storage-expansion-and-cell-breakthroughs


#33 Factorial EnergyとSK On、全固体電池製造で協業合
意、ProLogiumが量産に向け5000万ドル調達

概要

2026年、バッテリー貯蔵技術は再生可能エネルギーインフラの核となる部分へと進化
し続けています。その中で、Factorial EnergyとSK Onは、全固体電池の製造を探るため
の覚書を締結し、次世代技術の商業化を加速させます。同時に、ProLogiumはリチウ

ムセラミック電池の生産スケールアップのために5000万ドルを調達しました。これら
の動きに加え、CATLはNaxtraナトリウムイオンラインの量産を開始し、Syntropic

PowerとUNIGRIDは北米でナトリウムクロム酸化物貯蔵を展開するなど、多様なバッテ

リー技術が市場投入されています。

公開日 2026年08月14日  iGrow News  国際



詳細

主要成果

2026年現在、バッテリー貯蔵技術は再生可能エネルギーインフラの根幹を成す技術とし
て進化を遂げています。特に、Factorial EnergyとSK Onは全固体電池の共同製造に向け
た覚書を締結し、この革新的な技術の商業化に大きく貢献すると見られています。ま
た、ProLogiumはリチウムセラミック電池の生産能力拡大のために5000万ドル（約70億
円）の資金を調達し、固体電池技術の量産化に向けた投資が加速しています。

技術・臨床詳細

Factorial Energyと韓国の大手バッテリーメーカーであるSK Onとの覚書締結は、両社の
専門知識を結集し、全固体電池の製造技術と供給体制を確立することを目指すもので
す。この提携は、Factorial Energyが開発する革新的な固体電解質技術とSK Onの量産能
力が融合することで、電気自動車（EV）向けの高安全性かつ高エネルギー密度のバッテ
リー供給を可能にすると期待されています。

一方、台湾を拠点とするProLogiumは、リチウムセラミック電池の生産スケールアップ
に向けて5000万ドル（約70億円）を調達しました。同社は既に固体電池技術で先行して
おり、この資金は製造ラインの拡充と効率化に充てられ、市場への安定供給体制の構築
に貢献します。リチウムセラミック電池は、液系電解質に比べて安全性と長寿命性に優
れており、特にEV市場での採用が期待されています。

さらに、中国のCATLは、Naxtraナトリウムイオン電池の量産を開始し、リチウムに依存
しない低コストかつ高性能なバッテリーソリューションを提供しています。北米では、
Syntropic PowerとUNIGRIDが共同でナトリウムクロム酸化物貯蔵システムを展開してお
り、こちらもグリッドスケールのエネルギー貯蔵における新たな選択肢として注目され
ています。これらの技術は、再生可能エネルギーの導入拡大に伴う電力網の安定化に不
可欠な役割を果たすでしょう。



背景・業界文脈

世界的な脱炭素化の動きと電気自動車市場の急成長に伴い、バッテリー技術の需要は爆
発的に増加しています。同時に、既存のリチウムイオン電池が抱える安全性や航続距離
の課題を解決するため、全固体電池やナトリウムイオン電池といった次世代技術への期
待が高まっています。各国政府や企業は、これらの先端バッテリー技術の開発と商業化
に巨額の投資を行い、技術競争が激化しています。特に、サプライチェーンの安定化と
コスト競争力の確保が、今後の市場シェアを左右する重要な要因となっています。

今後の展望

Factorial Energyと SK Onの提携、ProLogiumの資金調達、そしてCATLと Syntropic

Power/UNIGRIDの市場投入は、バッテリー技術の多様化と進化が加速していることを示
しています。これにより、電気自動車の性能向上、再生可能エネルギーの統合促進、そ
して持続可能な社会の実現に向けた道筋がより明確になります。今後は、これらの技術
がコスト、性能、安全性のバランスをいかに最適化し、市場の多様なニーズに応えられ
るかが商業化成功の鍵となるでしょう。特に、全固体電池はまだ量産初期段階にあり、
製造コストの削減と規模の経済性の確立が喫緊の課題とされています。

元記事: https://igrownews.com/battery-storage-technology-renewable-energy-2026/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://igrownews.com/battery-storage-technology-renewable-energy-2026/


#34 TRAMACO、透明性と高導電性を両立する水性
PEDOT:PSSベース機能性コーティング「DJIC-AS01」を発
表

概要

TRAMACOは、水性ポリエステルポリウレタンと導電性高分子複合体PEDOT:PSSをベー

スとした新しい機能性コーティングシステム「DJIC-AS01」を発表しました。この革新
的なコーティングは、透明性への影響を最小限に抑えつつ、特定の表面抵抗が求めら
れる多様な用途に対応します。特に、電子部品の静電放電（ESD）からの保護が必要

な電子パッケージング、技術フィルム、保護カバーなどの製造業者および加工業者を
主なターゲットとしています。DJIC-AS01は、環境に配慮した水性システムであるた
め、持続可能性の観点からも注目されています。

公開日 2026年08月20日  ROWA GROUP  ドイツ



詳細

主要成果

TRAMACOは、透明性を維持しつつ高レベルの導電性を実現する、画期的な水性機能性
コーティングシステム「DJIC-AS01」を発表しました。この新製品は、特に電子部品の
静電放電（ESD）保護が求められる用途において、その優れた性能と環境適合性によ
り、業界標準を再定義する可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

DJIC-AS01は、水性ポリエステルポリウレタンと導電性高分子複合体PEDOT:PSS（ポ
リ-3,4-エチレンジオキシチオフェン-ポリスチレンスルホン酸）を基盤としたユニーク
な組成を持っています。この配合により、コーティングは非常に高い透明度を保ちなが
ら、明確に定義された表面抵抗値（導電性）を付与することが可能です。従来の導電性
コーティングは、着色や透明度の低下といった課題を抱えることが多かったのに対し、
DJIC-AS01はこれらの問題を克服し、幅広い光学的要件を満たします。

このコーティングシステムは、水とイソプロピルアルコール（IPA）をベースとしてお
り、一般的な有機溶剤を使用するシステムと比較して、製造プロセスにおける環境負荷
を大幅に低減します。これにより、作業環境の改善だけでなく、揮発性有機化合物
（VOC）排出量の削減にも貢献し、より持続可能な製品製造を支援します。主なターゲ
ット市場は、電子パッケージング、各種技術フィルム、保護カバーなど、高精度の静電
放電保護が不可欠な分野です。これらの用途では、透明性と同時に信頼性の高い導電性
が求められるため、DJIC-AS01は非常に有効なソリューションとなります。

背景・業界文脈

現代の電子機器は、小型化、高性能化が進むにつれて、静電放電による損傷のリスクが
増大しています。ESDは、半導体デバイスの故障や性能低下の主要な原因の一つであ
り、その対策は製品の信頼性を確保する上で極めて重要です。また、環境規制の強化に
伴い、塗料・コーティング業界では水性化や低VOC化へのシフトが加速しており、持続
可能な材料への需要が高まっています。DJIC-AS01は、これらの技術的・環境的課題の
両方に対応するソリューションとして開発されました。



今後の展望

DJIC-AS01の市場投入は、導電性コーティング市場に大きな影響を与えることが予想さ
れます。特に、高い透明性と精密な導電性制御が求められるフレキシブルエレクトロニ
クス、タッチスクリーン、透明電極、さらにはスマートウィンドウなどの次世代アプリ
ケーションにおいて、その採用が加速する可能性があります。環境に優しい水性システ
ムであるという特性は、企業のCSR（企業の社会的責任）達成にも貢献し、環境意識の
高い消費者や業界からの支持を得ることが期待されます。TRAMACOは、この革新的な
コーティングを通じて、より高性能かつ持続可能な材料ソリューションの提供を強化し
ていくでしょう。

元記事: https://www.rowa-group.com/en/news/detail-view/news/wasser-und-ipa-basiertes-

beschichtungssystem-mit-pedotpss-neue-leitfaehige-funktionsbeschichtung-djic-as01.html

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.rowa-group.com/en/news/detail-view/news/wasser-und-ipa-basiertes-beschichtungssystem-mit-pedotpss-neue-leitfaehige-funktionsbeschichtung-djic-as01.html
https://www.rowa-group.com/en/news/detail-view/news/wasser-und-ipa-basiertes-beschichtungssystem-mit-pedotpss-neue-leitfaehige-funktionsbeschichtung-djic-as01.html


#35 固体電池開発、酸化物系電解質が先行し硫化物系量産
は2030年へ延期、LATP価格下落が半固体電池普及を加速

概要

シカゴで開催された固体電池サミットにおいて、酸化物系電解質が開発競争で優勢に
立ち、硫化物系の本格的な量産は2030年まで遅れる見込みであることが示されまし
た。Tianci Materialsは硫化物固体電解質のパイロットラインを2026年第3四半期に稼働

させる予定である一方、酸化物電解質LATPの価格が2024年初頭から大幅に下落し、
2026年8月には約90元/kgとなり、半固体電池の商業導入を強く推進しています。この
コスト優位性は、短中期的な市場において酸化物系材料の採用を加速させる主要因と

なっています。

公開日 2026年08月14日  Shanghai Metals Market  中国



詳細

主要成果

固体電池業界の最新動向として、シカゴサミットでは酸化物系電解質が硫化物系よりも
商業化レースで先行しており、硫化物系の本格的な量産開始は2030年まで延期される可
能性が高いことが明らかになりました。特に、酸化物電解質であるLATP（リチウムアル
ミニウムチタンリン酸塩）の価格が大幅に下落し、2026年8月時点で約90元/kgに達した
ことが、半固体電池の市場導入を加速させる主要な要因となっています。

技術・臨床詳細

固体電池開発における現在の状況は、酸化物系電解質がその安定性と比較的容易な製造
プロセスにより優位に立っています。例えば、酸化物電解質であるLATPの価格は、
2024年初頭から著しく下落し続けており、現在では約90元/kg（約1900円/kg）という
競争力のある水準に達しています。この価格低下は、半固体電池（液系と固体系のハイ
ブリッド）の商業化を強力に後押ししており、コストを重視する市場において大きなア
ドバンテージとなっています。

一方、硫化物系固体電解質は、イオン伝導率の高さと優れた電気化学的性能で知られて
いますが、製造プロセスの複雑性、空気中での安定性、および初期コストの高さが課題
となっています。Tianci Materialsは2026年第3四半期に硫化物固体電解質のパイロット
ラインを稼働させる予定であり、Tianshi Kefengも最近資金調達を完了するなど、技術
開発は着実に進んでいます。しかし、硫化物系電解質を用いた全固体電池の本格的な量
産と市場投入は、依然として2030年頃になると予測されています。

現在の市場では、酸化物電解質を用いた半固体電池が、コストパフォーマンスと安全性
のバランスから、比較的早く商業化される傾向にあります。これは、硫化物系の課題が
解決され、量産技術が確立されるまでのブリッジングテクノロジーとしての役割を果た
すものと見られます。



背景・業界文脈

電気自動車（EV）市場の急成長とエネルギー貯蔵システムへの需要拡大は、次世代バッ
テリー技術の開発を強く推進しています。全固体電池は、既存のリチウムイオン電池が
抱える安全性（発火リスク）とエネルギー密度（航続距離）の限界を突破する可能性か
ら、世界の自動車メーカーやバッテリーメーカーが巨額の投資を行っています。特に、
中国は国家戦略としてこの分野に注力しており、材料メーカーからバッテリーセルメー
カーまで、多岐にわたる企業が開発競争に参画しています。今回のサミットの結果は、
市場が短期的な実用性とコスト効率を重視していることを示唆しています。

今後の展望

酸化物系電解質の価格競争力向上は、今後数年間で半固体電池の普及を加速させるでし
ょう。これにより、EVの航続距離と安全性が向上し、より多くの消費者に受け入れられ
る可能性があります。一方、硫化物系電解質は、長期的な全固体電池の究極の目標とし
て研究開発が継続され、2030年以降には、より高性能でコスト効率の高い量産技術が確
立されることが期待されます。両技術の進化が、バッテリー業界全体、ひいてはエネル
ギー産業全体の変革を牽引することになるでしょう。サプライチェーンの多様化と、異
なる技術ルートにおける競争が、イノベーションをさらに加速させる見込みです。

元記事: https://news.metal.com/en/newscontent/104058915-chicago-summit-sets-the-tone-for-ssb-

race-oxide-route-prevails-sulfide%E2%80%90route-mass-production-delayed-until-2030

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://news.metal.com/en/newscontent/104058915-chicago-summit-sets-the-tone-for-ssb-race-oxide-route-prevails-sulfide%E2%80%90route-mass-production-delayed-until-2030
https://news.metal.com/en/newscontent/104058915-chicago-summit-sets-the-tone-for-ssb-race-oxide-route-prevails-sulfide%E2%80%90route-mass-production-delayed-until-2030


#36 全固体電池の2027年量産計画、アノードレス構造と
リチウム金属需要が材料・リサイクル業界に新課題提示

概要

2026年、全固体電池は研究段階から量産計画段階へと移行し、主要バッテリーメーカ
ーは2027年頃の量産開始を目標としています。特に中国では、2026年下半期から関連
材料の量産ラインが稼働しており、アノードレス構造の採用により、高純度リチウム

金属アノードへの需要シフトが予測されます。しかし、固体電解質やリチウム金属ア
ノードは、既存のリサイクルプロセスでは対応が困難な新たな課題を提示しており、
リサイクル業界における技術革新が急務となっています。

公開日 2026年08月20日  Dainen Materials (via LinkedIn Pulse)  国際



詳細

主要成果

全固体電池技術は、2026年に研究開発フェーズから商業量産計画フェーズへと明確に移
行し、主要バッテリーメーカーは2027年頃の量産開始を目指しています。この移行は、
特にアノード材料とバッテリーリサイクル業界に大きな変革をもたらすことが予想され
ており、高純度リチウム金属への需要のシフトと、新たなリサイクル技術の必要性が浮
上しています。

技術・臨床詳細

全固体電池の量産化に向けた動きは活発化しており、特に中国では、2026年下半期から
必要な材料の量産ラインが稼働を開始しています。この技術の進展に伴い、一部の全固
体電池は「アノードレス構造」を採用する見込みです。アノードレス設計は、電池のエ
ネルギー密度を最大化し、構成部品を簡素化する可能性を秘めていますが、これにより
高純度リチウム金属アノードへの需要が大きくシフトする可能性があります。既存のグ
ラファイトアノードの供給網や製造プロセスに依存していた企業は、新たな市場ニーズ
への対応を迫られることになります。

また、全固体電池の普及は、バッテリーのリサイクル業界に新たな課題を突きつけてい
ます。現在のリチウムイオン電池のリサイクルプロセスは、主に液系電解質と特定の金
属（コバルト、ニッケルなど）の回収に最適化されています。しかし、全固体電池に用
いられる固体電解質（例えば硫化物系や酸化物系）や、リチウム金属アノードは、既存
の熱分解や湿式精錬といったリサイクル手法では効率的に処理することが難しい場合が
あります。これにより、新たなリサイクル技術や設備の開発が急務となり、リサイクル
企業にとっては技術革新と投資の機会が生まれています。

背景・業界文脈

電気自動車（EV）市場の拡大と、より安全で高性能なバッテリーへの要求が高まる中、
全固体電池は次世代バッテリー技術の最有力候補とされています。従来の液系リチウム
イオン電池に比べ、発火リスクの低減、高エネルギー密度、長寿命といった利点があり
ます。各国政府や自動車メーカー、バッテリーメーカーは、この革新的な技術の実現に
向けて巨額の投資を行っています。しかし、量産技術の確立やコスト削減、そして持続
可能なライフサイクル管理は、依然として大きな課題です。



今後の展望

全固体電池の量産化は、アノード材料市場に大きな変化をもたらし、高純度リチウム金
属のサプライチェーン強化が急務となるでしょう。同時に、使用済み全固体電池の効果
的なリサイクル手法の確立は、この技術が真に持続可能なものとなるために不可欠で
す。リサイクル業界は、既存のインフラとプロセスの大幅な見直し、または全く新しい
技術の開発を迫られることになります。これらの課題を克服することで、全固体電池は
EVだけでなく、定置型エネルギー貯蔵や航空宇宙などの分野でも幅広い応用が期待さ
れ、エネルギー転換の中心的役割を果たすことになるでしょう。材料科学者、エンジニ
ア、投資家は、この変革期における新たなビジネスチャンスと技術的挑戦に注目する必
要があります。

元記事: https://www.dainenmaterials.com/how-solid-state-batteries-will-impact-anode-materials-and-

the-recycling-industry/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.dainenmaterials.com/how-solid-state-batteries-will-impact-anode-materials-and-the-recycling-industry/
https://www.dainenmaterials.com/how-solid-state-batteries-will-impact-anode-materials-and-the-recycling-industry/


#37 スピントロニクスデバイス、STT-MRAM商用化に加
えSOT-MRAMとドメインウォール/スキルミオンデバイス
が次世代メモリ・コンピューティングを牽引

概要

半導体材料とデバイスの進化はシリコンの限界を超え、スピントロニクスデバイスが

重要な役割を担っています。特に、スピン伝達トルクMRAM (STT-MRAM)はすでに商
用化されており、キャッシュや組み込みメモリ向けに高速スイッチングとエネルギー
効率を向上させたスピン軌道トルクMRAM (SOT-MRAM)が開発されています。さら

に、ドメインウォールやスキルミオンベースのデバイスが、コンパクトなサイズと多
様な動的挙動から、レーストラックメモリやニューロモーフィックコンピューティン
グの分野で探求されており、次世代コンピューティングアーキテクチャの道を拓いて

います。

公開日 2026年08月17日  IntechOpen  国際



詳細

主要成果

半導体材料とデバイスの分野において、シリコン技術の物理的限界が近づく中、スピン
トロニクスデバイスがその突破口として注目を集めています。特に、スピン伝達トルク
MRAM (STT-MRAM)は既に商業化され、その後の研究では、より高速でエネルギー効率
の高いスピン軌道トルクMRAM (SOT-MRAM)や、極めてコンパクトなサイズと独自の動
的特性を持つドメインウォールおよびスキルミオンベースのデバイスが開発されてお
り、次世代メモリおよびコンピューティング技術の未来を形成しています。

技術・臨床詳細

スピントロニクスは、電子の電荷だけでなくスピンを利用することで、データ記憶と処
理の根本的な効率向上を目指す技術です。既存のSTT-MRAMは、高密度、不揮発性、高
速読み書き、低消費電力を特徴とし、キャッシュメモリや組み込みメモリなど、幅広い
用途で既に実用化されています。これは、従来のDRAMやSRAM、NANDフラッシュと
いったメモリ技術の限界を超えるソリューションとして評価されています。

次世代技術として期待されるSOT-MRAMは、スピン軌道結合を利用して、より低電流で
の高速な磁化反転を可能にします。これにより、STT-MRAMに比べてさらに高いエネル
ギー効率とスイッチング速度を実現し、特に高性能コンピューティングやリアルタイム
データ処理が求められるアプリケーションでの採用が見込まれます。

さらに、より先端的な研究では、ドメインウォール（磁壁）やスキルミオン（磁気渦）
をベースとしたデバイスが探索されています。これらのナノスケールの磁気構造は、非
常にコンパクトな情報キャリアとして機能し、多値記憶や高度な論理演算、さらにはニ
ューロモーフィックコンピューティング（脳型計算）への応用が期待されています。ス
キルミオンベースのレーストラックメモリは、超高密度と低消費電力を両立し、ムーア
の法則を超越する可能性を秘めています。



背景・業界文脈

現代のデジタル社会は、データの爆発的な増加と、それを処理するための計算能力に対
する飽くなき需要に直面しています。しかし、従来の半導体技術は、微細化の限界、電
力消費の増大、および発熱といった課題に直面しており、新たな材料とデバイスアーキ
テクチャが不可欠です。スピントロニクスは、これらの課題を解決し、より持続可能で
強力なコンピューティングを実現する主要な候補の一つとして、学術界および産業界か
ら多大な投資と関心を集めています。特に、AIやIoT、エッジコンピューティングの進
化は、より効率的なメモリとプロセッサを要求しており、スピントロニクスはそのニー
ズに応える重要な技術と位置付けられています。

今後の展望

スピントロニクスデバイスの進化は、メモリ技術に革命をもたらし、次世代のコンピュ
ーティングパラダイムを形作るでしょう。STT-MRAMの普及は継続し、SOT-MRAMが性
能要求の厳しい分野での採用を拡大する一方で、ドメインウォールやスキルミオンベー
スのデバイスは、その超高密度と低消費電力特性により、将来のレーストラックメモリ
や革新的なニューロモーフィックAIチップの基盤となる可能性を秘めています。これら
の技術は、データセンターのエネルギー効率改善、エッジデバイスの自律性向上、そし
て量子コンピューティングの発展にも寄与し、情報技術の未来を大きく変えることが期
待されます。研究者やエンジニアは、材料科学、デバイス物理、および回路設計の統合
的なアプローチを通じて、この分野のさらなるブレークスルーを追求しています。

元記事: https://www.intechopen.com/online-first/1236737

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.intechopen.com/online-first/1236737


#38 ノースカロライナ州立大学が1000回損傷を自己修復
する複合材料を開発しライセンス供与、極低温・in-vivo
環境でも修復可能な材料が登場

概要

2026年の調査により、自己修復材料は実験室段階から実用的な工学的特性へと移行し

つつあることが示されました。North Carolina State Universityは、1000回以上の損傷-

修復サイクルを達成する繊維強化複合材料を開発し、Structeryx Inc.に特許とライセン
スを供与しました。加えて、ニューヨーク大学は-196℃という極低温下で自己修復可

能な有機結晶を発見し、Sungkyunkwan Universityはin-vivo条件下で1週間機能性を維
持する自己修復性ポリマー製トランジスタスタックを開発しました。これらのブレー
クスルーは、防衛機関からの資金提供も受けており、幅広い応用が期待されていま

す。

公開日 2026年08月15日  InnoDexis  国際



詳細

主要成果

自己修復材料の分野は、2026年までに実験室でのデモンストレーションを超え、実用的
な工学的特性を持つ材料へと進化を遂げました。特に、North Carolina State University
が1000回以上の損傷-修復サイクルに耐えうる繊維強化複合材料を開発し、その技術が
Structeryx Inc.にライセンス供与されたことは大きな進展です。さらに、ニューヨーク大
学は -196℃という極限環境下で自己修復能力を発揮する有機結晶を発見し、
Sungkyunkwan Universityは生体適合性を持ち、in-vivo条件下で1週間機能性を維持する
自己修復性ポリマーで構築されたトランジスタスタックを開発しました。これらの成果
は、防衛機関からの資金提供によっても支援されています。

技術・臨床詳細

North Carolina State Universityによって開発された繊維強化複合材料は、損傷を受けて
も繰り返しその構造的完全性と機能を回復できる能力を持っています。この材料は、特
定の高分子結合メカニズムを利用して、切断や亀裂が発生した場合に自己修復を促しま
す。1000回以上の損傷-修復サイクルを実証したことは、その耐久性と信頼性において
画期的な成果であり、航空宇宙、自動車、インフラなどの分野での応用が期待されま
す。この技術はすでにStructeryx Inc.に特許が付与され、商業化に向けた具体的なステッ
プが踏み出されています。

ニューヨーク大学の研究者たちは、特異な有機結晶が液体窒素温度に相当する-196℃と
いう極低温環境下でも自己修復能力を持つことを発見しました。これは、宇宙探査や極
低温電子機器など、従来の材料では対応が難しかった過酷な環境下での使用を可能にす
る画期的な進展です。この結晶の自己修復メカニズムは、分子レベルでの可逆的な相互
作用に基づいていると考えられています。

さらに、Sungkyunkwan Universityは、自己修復性ポリマーを基盤としたトランジスタ
スタックの開発に成功しました。このデバイスは、生体適合性を持つように設計されて
おり、in-vivo（生体内）条件下で1週間以上安定した機能性を維持することが確認され
ています。これは、ウェアラブル医療デバイス、埋め込み型センサー、ソフトロボティ
クスなど、生体環境での耐久性と修復能力が求められるアプリケーションに大きな可能
性を開くものです。



背景・業界文脈

自己修復材料の研究は長年にわたり行われてきましたが、その実用化には耐久性、修復
効率、環境適応性などの課題がありました。しかし、これらの最新のブレークスルー
は、材料科学と工学の進歩により、これらの課題が克服されつつあることを示していま
す。防衛機関による資金提供は、これらの材料が軍事用途における耐久性向上やメンテ
ナンスコスト削減に寄与する可能性が高いことを示唆しています。また、消費者向け製
品においても、製品寿命の延長や廃棄物削減といった持続可能性の観点から、自己修復
材料への関心が高まっています。

今後の展望

これらの多岐にわたる自己修復材料の進展は、今後の産業と社会に広範な影響を与える
でしょう。North Carolina State Universityの複合材料は、構造材料のメンテナンスフリ
ー化を促進し、長期的なコスト削減と安全性向上に貢献します。ニューヨーク大学の極
低温自己修復材料は、宇宙や深海といった極限環境でのデバイス設計に新たな可能性を
もたらします。Sungkyunkwan Universityの生体適合性トランジスタは、次世代医療機
器やバイオエレクトロニクスの発展を加速させるでしょう。自己修復技術は、将来的に
製品のライフサイクルを根本的に変え、よりレジリエントで持続可能な社会の構築に不
可欠な要素となると期待されています。研究者、エンジニア、そして投資家は、この急
速に発展する分野の商業化機会に注目しています。

元記事: https://innodexis.ai/briefs/a-thousand-cycle-self-healing-composite-and-a-material-that-reairs-

at-196-degrees-celsius-lead-31-research-signals-as-defence-agencies-fund-the-field-s-most-advanced-

results/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://innodexis.ai/briefs/a-thousand-cycle-self-healing-composite-and-a-material-that-reairs-at-196-degrees-celsius-lead-31-research-signals-as-defence-agencies-fund-the-field-s-most-advanced-results/
https://innodexis.ai/briefs/a-thousand-cycle-self-healing-composite-and-a-material-that-reairs-at-196-degrees-celsius-lead-31-research-signals-as-defence-agencies-fund-the-field-s-most-advanced-results/
https://innodexis.ai/briefs/a-thousand-cycle-self-healing-composite-and-a-material-that-reairs-at-196-degrees-celsius-lead-31-research-signals-as-defence-agencies-fund-the-field-s-most-advanced-results/


#39 AIモデルがエネルギー材料の探索を加速：MLIPと
LLMを活用した高効率なクローズドループ設計システムが
論文発表

概要

AIモデルを活用したエネルギー材料のクローズドループ探索に関する画期的な論文が

発表されました。本研究は、高品質なデータベース、機械学習回帰モデル（特に
MLIP）、大規模言語モデル（LLM）を統合したフルサイクルクローズドループ研究シ
ステムを用いて、AIがエネルギー材料の合理的設計と発見にどのように適用されるか

をレビューしています。このアプローチは、従来の材料探索におけるボトルネックを
打破し、標準化されたインテリジェントな研究プラットフォームの構築と高性能エネ
ルギー材料の効率的な発見および産業への展開を支援することを目指しています。

公開日 2026年08月15日  The Royal Society of Chemistry  イギリス



詳細

主要成果

AIモデルの進化が、エネルギー材料の探索と開発に革命をもたらしています。最近発表
された論文は、機械学習回帰モデル（Machine Learning Interatomic Potentials: MLIP）
や大規模言語モデル（Large Language Models: LLM）を含むAI技術を統合した「フルサ
イクルクローズドループ研究システム」を通じて、高品質なエネルギー材料を効率的に
発見し、設計するための新しいパラダイムを提示しています。このシステムは、材料科
学における従来の探索プロセスが抱えていたボトルネックを解消し、産業規模での材料
開発を加速する可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

本論文でレビューされているクローズドループ探索システムは、以下の主要コンポーネ
ントで構成されています。まず、材料の物理的・化学的特性に関する高品質で多様なデ
ータベースが基盤となります。次に、このデータを用いて、材料の構造と特性の関係を
予測するMLIPのような機械学習回帰モデルが訓練されます。MLIPは、原子間の相互作
用を高精度で予測し、従来の密度汎関数理論（DFT）計算よりもはるかに高速に材料特
性を評価できるため、大規模な探索空間を効率的にスクリーニングすることが可能で
す。

さらに、LLMは、科学文献からの知識抽出、実験プロトコルの生成、そして人間とAI間
のインターフェースの改善に利用されます。これにより、AIシステムは単なるデータ分
析ツールとしてだけでなく、研究の仮説形成や実験計画の立案にも積極的に関与できる
ようになります。最終的に、これらのAIモデルが連携し、新たな材料の合成、特性評
価、そして結果のデータベースへのフィードバックを自動化するフルサイクルシステム
が構築されます。この循環的なプロセスにより、材料の発見から最適化までの時間が大
幅に短縮され、これまでの数十年単位のタイムラインが数年、あるいは数ヶ月単位にま
で圧縮される可能性があります。



背景・業界文脈

エネルギー材料、特にバッテリー、触媒、太陽電池、熱電材料などは、持続可能な社会
の実現に不可欠です。しかし、これらの材料の探索と最適化は、膨大な数の候補材料と
複雑な特性空間のため、従来の手法では非常に時間とコストがかかるボトルネックとな
っていました。AIの進歩、特に計算資源の増加と機械学習アルゴリズムの洗練は、この
ボトルネックを打破する可能性をもたらしました。世界中の研究機関や企業は、AIを活
用して新しい機能性材料を迅速に発見し、市場に投入するための競争を繰り広げていま
す。

今後の展望

AIモデルを活用したクローズドループ探索システムは、エネルギー材料科学の未来を大
きく変えるでしょう。このアプローチにより、特定の応用（例：高エネルギー密度バッ
テリー、高効率CO2還元触媒）に特化した材料が、これまでにないスピードで発見・最
適化されることが期待されます。将来的には、研究者がより複雑な多機能材料の設計
や、予測困難な現象の解明に集中できるようになることで、材料科学全体のパラダイム
シフトが起こる可能性があります。また、この技術は、エネルギー分野だけでなく、医
薬品、電子機器、航空宇宙など、他の多様な産業における材料開発にも応用され、広範
な経済的・社会的利益をもたらすことが見込まれます。この革新的なアプローチは、高
性能エネルギー材料の効率的な発見と産業展開を加速させるための標準的な研究プラッ
トフォームとしての地位を確立するでしょう。

元記事: https://pubs.rsc.org/dd/article/5/8/3151/1265876/Closed-loop-discovery-of-energy-materials

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.rsc.org/dd/article/5/8/3151/1265876/Closed-loop-discovery-of-energy-materials


#40 Syntegon、医薬品コーティングの効率と安全性を高
める可変バッチ対応パイロットスケール錠剤コーター
「Sepion 75」を発表

概要

Syntegonは、医薬品製造における柔軟性と効率性を大幅に向上させるパイロットスケ

ール錠剤コーター「Sepion 75」を発表しました。この装置は、自動調整可能なスプレ
ーアームにより、異なる充填レベルでも最適なスプレー位置を維持でき、機能性コー
ティングなどの要求の厳しい用途に適しています。さらに、最大OEB5の封じ込めオプ

ションと閉鎖的な材料ハンドリングシステムを備えることで、オペレーターの安全性
を大幅に向上させ、交差汚染のリスクを低減し、厳格な医薬品製造要件への準拠を支
援します。

公開日 2026年08月19日  Packaging Europe  欧州



詳細

主要成果

Syntegonは、医薬品製造業界向けに、可変バッチサイズに対応する画期的なパイロット
スケール錠剤コーター「Sepion 75」を発表しました。この新製品は、その高度な自動
化機能と安全性により、特に機能性コーティングや高薬理活性物質の取り扱いにおい
て、製造プロセスの柔軟性と効率性を大幅に向上させることが期待されます。

技術・臨床詳細

Sepion 75の最大の特徴は、自動調整可能なスプレーアームにあります。この革新的な
機構により、錠剤の充填レベルが変化してもスプレーノズルが常に最適な位置を維持す
ることが可能です。これにより、コーティングの均一性が向上し、特に機能性コーティ
ングや徐放性製剤など、精密な制御が求められる医薬品の品質を保証します。従来、バ
ッチサイズが変わるたびに手動でスプレー位置を調整する必要がありましたが、Sepion
75はこの手間を省き、プロセスの再現性と効率を高めます。

さらに、Sepion 75はオペレーターの安全性と製品の品質を最優先に設計されていま
す。閉鎖的な材料ハンドリングシステムを採用することで、コーティング材料の粉塵飛
散や外部からの汚染リスクを最小限に抑えます。オプションで最大OEB5（Occupational
Exposure Band 5）の封じ込め機能を提供しており、これは特に高薬理活性物質
（HPAPI）を扱う際に求められる最高レベルの安全基準です。これにより、オペレータ
ーは有害物質への曝露から保護され、同時に製品の交差汚染も防ぐことができます。

この錠剤コーターは、研究開発段階から臨床試験、小規模生産に至るまで、幅広い医薬
品開発プロセスで利用可能です。多様なバッチサイズに対応できるため、初期の研究段
階で得られたプロセスを容易にスケールアップでき、最終的な商業生産への移行をスム
ーズにします。

背景・業界文脈

医薬品製造業界では、新薬開発の加速、パーソナライズ医療の進展、そして厳格化する
規制要件に対応するため、製造装置の柔軟性と安全性の向上が喫緊の課題となっていま
す。特に、高薬理活性物質の取り扱いは、オペレーターの健康保護と製品の品質保証の
ために厳重な封じ込め対策が不可欠です。また、少量多品種生産のニーズが増加する中
で、バッチサイズに応じて効率的に対応できる装置が求められています。Syntegonは、
これらの業界の課題に応えるべく、Sepion 75を開発しました。



今後の展望

SyntegonのSepion 75の導入は、医薬品コーティングプロセスの効率と安全性の新たな
基準を確立するものです。この装置は、製薬企業が新薬をより迅速かつ安全に市場投入
するのを支援し、製造コストの削減にも貢献します。特に、開発段階での柔軟な運用能
力は、医薬品の早期開発を促進し、臨床試験の効率を高めるでしょう。今後、Sepion
75は、高薬理活性物質を含む機能性コーティング技術の発展と普及において中心的な役
割を果たすことが期待され、医薬品製造におけるイノベーションをさらに加速させるこ
とになります。

元記事: https://packagingeurope.com/news/syntegon-reveals-pilot-scale-tablet-coater-for-variable-

batch-sizes/14630.article

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://packagingeurope.com/news/syntegon-reveals-pilot-scale-tablet-coater-for-variable-batch-sizes/14630.article
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#41 スピントロニクス技術の進展が材料科学にブレークス
ルー：STT-MRAMの高速・低電力化が非揮発性メモリの
未来を拓く

概要

スピントロニクス分野における著しい進歩が、新たな材料科学のブレークスルーを可

能にしています。特に、スピン伝達トルクMRAM (STT-MRAM)は、従来のフラッシュ
メモリやダイナミックRAMの代替として注目されており、非揮発性データストレージ
を実現します。STT-MRAMは、高速書き込み速度、低消費電力、高耐久性を誇り、エ

ネルギー効率と高性能メモリソリューションへの需要増加を牽引しており、今後のデ
ータストレージ技術の方向性を大きく変える可能性を秘めています。

公開日 2026年08月17日  Inspekt360  国際



詳細

主要成果

スピントロニクス技術の画期的な進展は、材料科学に新たな地平を切り拓き、特にスピ
ン伝達トルクMRAM (STT-MRAM)の性能向上は、非揮発性データストレージの分野で革
命をもたらしています。STT-MRAMは、その高速書き込み、低消費電力、そして優れた
耐久性によって、従来のメモリ技術の限界を超えるソリューションとして、情報技術の
未来を大きく変える可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

スピントロニクスは、電子の電荷だけでなく、その持つスピンという量子力学的性質を
利用して情報を記録・処理する技術です。STT-MRAMは、このスピントロニクス原理を
応用した不揮発性メモリの一種であり、磁性材料の磁化方向をスピン偏極電流で反転さ
せることでデータを書き込みます。この技術は、DRAMのような揮発性メモリに匹敵す
る高速性と、NANDフラッシュのような不揮発性を両立するという点で画期的です。

具体的な技術的利点として、STT-MRAMは以下のような特性を示します。

高速書き込み速度: 数ナノ秒レベルでのデータ書き込みが可能であり、従来のフラッ
シュメモリよりも大幅に高速です。

低消費電力: データを保持するために継続的な電力供給を必要としない不揮発性であ
るため、スタンバイ時の消費電力を劇的に削減できます。また、スピン偏極電流によ
る書き込みは、CMOS回路における電荷移動と比較して効率的です。

高耐久性: 数兆回の書き込みサイクルに耐えることが可能であり、頻繁な書き換えが
必要なアプリケーション（例：キャッシュメモリ、組み込みシステム）に最適です。

高い集積度: 微細加工技術との高い親和性を持ち、より高密度なメモリを実現できま
す。

これらの特性により、STT-MRAMはデータセンター、IoTデバイス、自動車用エレクト
ロニクス、高性能モバイルデバイスなど、幅広い分野での応用が期待されています。特
に、常時稼働かつ低電力消費が求められるエッジコンピューティング環境において、そ
の価値は計り知れません。



背景・業界文脈

現代の情報技術は、メモリの「ボトルネック」に直面しています。CPUの処理速度は向
上し続けている一方で、メモリのアクセス速度や電力効率は相対的に遅れをとってお
り、システム全体の性能向上を妨げています。また、クラウドコンピューティングやAI

の発展により、大容量のデータを高速に処理し、かつエネルギー消費を抑える新たなメ
モリソリューションが不可欠となっています。従来のシリコンベースのメモリ技術は物
理的限界に近づいており、スピントロニクスのような新しい物理原理に基づく技術が強
く求められています。

今後の展望

STT-MRAMのさらなる進化は、次世代の情報技術インフラを支える核となるでしょう。
特に、エネルギー効率と高性能メモリソリューションへの需要が高まる中で、STT-

MRAMはデータセンターの消費電力削減、バッテリー駆動デバイスの長時間稼働、そし
てAI処理の高速化に貢献します。研究は、より微細なプロセスノードでの製造技術の確
立、さらなる消費電力削減、そして3D積層技術との融合に向けられています。将来的に
は、STT-MRAMが従来のDRAMやNANDフラッシュの一部を置き換え、あるいはそれら
と共存することで、より高速でエネルギー効率の高い、全く新しいコンピューティング
アーキテクチャが実現される可能性があります。この技術は、ビッグデータ解析、機械
学習、そしてエッジAIの能力を飛躍的に向上させ、社会全体のデジタル変革を加速させ
る鍵となるでしょう。

元記事: https://inspekt360.com/considerable-advances-surrounding-pacificspi-54927/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://inspekt360.com/considerable-advances-surrounding-pacificspi-54927/


#42 Solid Power、JPモルガン自動車会議で電解質供給へ
の戦略転換を発表も、全固体電池の広範な商業化は数年先

概要

Solid Power (SLDP) は、JPモルガン自動車会議において、研究提携から商用電解質供給
への戦略的な事業モデル転換を発表しました。同社は製造、現金準備高、およびグロ
ーバルパートナーシップにおいて着実な進捗を強調しましたが、全固体電池が市場で

広範に普及するにはまだ数年かかるとの見通しを示しました。特に、硫化物系電解質
が高純度シリコンアノード、リチウム金属アノード、およびアノードレス設計を可能
にし、将来のバッテリー性能において極めて重要であると位置付けています。

公開日 2026年08月13日  Investing.com  アメリカ



詳細

主要成果

Solid Power (SLDP) は、JPモルガン自動車会議で、事業戦略を研究開発提携から商用電
解質供給へとシフトする重要な転換を発表しました。同社は、製造能力の拡大、健全な
現金準備高、およびグローバルパートナーシップにおける確かな進捗を報告しました
が、全固体電池が自動車市場で広く普及するにはまだ数年の時間を要するという現実的
な見方を示しました。この戦略転換は、高性能バッテリー材料市場における同社の地位
を強化することを目的としています。

技術・臨床詳細

Solid Powerは、硫化物系固体電解質の開発において業界をリードする企業の一つです。
同社は、この電解質技術が、以下のような次世代アノード材料の実現に不可欠であると
強調しています。

高純度シリコンアノード: 硫化物系電解質は、シリコンアノードと優れた適合性を示
し、従来のリチウムイオン電池で問題となっていたシリコンの体積膨張による性能劣
化を抑制する可能性があります。これにより、高エネルギー密度と長寿命を両立する
バッテリーの設計が可能になります。

リチウム金属アノード: リチウム金属は、現在のリチウムイオン電池のアノード材料
と比較して最も高い理論エネルギー密度を持つため、「究極のアノード」と称されま
す。硫化物系電解質は、リチウム金属と高い安定性を示し、デンドライト形成を抑制
することで安全性を確保しつつ、バッテリーのエネルギー密度を飛躍的に向上させる
ことができます。

アノードレス設計: さらに進んだ設計として、アノード材料そのものを省略し、リチ
ウム金属を直接負極として利用する「アノードレス」構造を可能にします。これによ
り、バッテリーの部品点数を削減し、さらなるエネルギー密度向上とコスト削減が期
待されます。

これらの技術的優位性を持つ硫化物系電解質を商用規模で供給することは、全固体電池
の性能向上と普及において決定的な役割を果たすとSolid Powerは見ています。同社は、
製造プロセスのスケールアップに着実に取り組んでおり、今後の市場展開に備えていま
す。



背景・業界文脈

電気自動車（EV）市場の急成長と、より安全で航続距離の長いバッテリーへの要求は、
全固体電池開発の主要な推進力となっています。従来の液系リチウムイオン電池は、安
全性（発火リスク）やエネルギー密度において限界に近づいており、全固体電池がその
次世代技術として期待されています。自動車メーカー各社は、全固体電池の早期実用化
を目指し、バッテリーメーカーや材料サプライヤーとの提携を強化しています。Solid

Powerの戦略転換は、同社が材料サプライヤーとしての役割に特化し、主要な自動車
OEMやバッテリーメーカーへの電解質供給を通じて、この技術革新の波に乗ろうとして
いることを示しています。

今後の展望

Solid Powerの事業モデル転換は、全固体電池産業におけるサプライチェーンの成熟化を
示す重要な兆候です。研究開発から量産材料供給へのシフトは、市場のニーズが基礎研
究から実用化段階へと移行していることを反映しています。今後数年間で、Solid Power

のような材料サプライヤーが提供する高性能硫化物系電解質が、よりエネルギー密度が
高く安全な全固体電池の開発を加速させるでしょう。ただし、全固体電池の広範な商業
化には、依然として製造コストの削減、耐久性の向上、そしてサプライチェーン全体の
最適化といった課題が残されています。これらの課題を克服することで、全固体電池は
EV市場だけでなく、再生可能エネルギー貯蔵システムや航空宇宙分野など、より幅広い
応用分野で革新をもたらすことが期待されます。

元記事: https://www.investing.com/news/transcripts/solid-power-at-jp-morgan-automotive-conference-

scaleup-and-shift-93CH-4858372

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#43 PPG、オハイオ州に2.8億ドル超の自動車用コーティ
ング新施設を着工、持続可能性を長期的な事業成功の核に

概要

PPGは、オハイオ州の既存施設に2億8000万ドル以上を投じ、自動車用コーティングの
新しい先進製造施設を着工しました。この投資は、持続可能性を長期的なビジネス成
功の不可欠な要素と位置付ける同社の戦略を明確に示しています。資源制約、エネル

ギー市場の変動、サプライチェーンの混乱、化学物質規制の変更といった課題に直面
する中、事業のレジリエンス（回復力）を高めることが重要視されています。PPGの
Peter Votruba-Drzalは、持続可能性を成長戦略の核とする企業が長期的な成功を収める

と強調しています。

公開日 2026年08月20日  European Coatings  欧州



詳細

主要成果

PPGは、オハイオ州の既存拠点に2億8000万ドル（約390億円）を超える巨額の投資を行
い、自動車用コーティングの最先端製造施設の建設に着工しました。この戦略的な動き
は、同社が持続可能性を単なる目標ではなく、長期的なビジネス成功に不可欠な中核要
素として位置づけていることを明確に示しています。これは、資源制制約や市場変動に
直面する中で、企業のレジリエンスを強化する重要な一歩となります。

技術・臨床詳細

PPGの新しい自動車用コーティング製造施設は、最新の製造技術と持続可能なプロセス
を統合することを目指しています。具体的な技術詳細には、エネルギー効率の高い生産
ライン、廃棄物削減システム、そして再生可能エネルギーの活用などが含まれるでしょ
う。この施設では、水性塗料や高固形分塗料など、環境負荷の低い次世代自動車用コー
ティングの生産が強化されると見られます。これにより、自動車メーカーは、より環境
に配慮した塗装プロセスを実現できるようになり、最終製品の持続可能性も向上しま
す。

PPGのグローバル技術責任者であるPeter Votruba-Drzal氏は、持続可能性を企業戦略の
核とすることの重要性を繰り返し強調しています。これは、単に環境規制への対応に留
まらず、資源効率の向上、エネルギーコストの削減、サプライチェーンの強靭化といっ
たビジネス上の明確な利益をもたらします。例えば、新しい製造プロセスは、原材料の
使用量を最適化し、製造に伴うエネルギー消費を削減する設計がなされている可能性が
高いです。

背景・業界文脈

自動車産業は、電動化、軽量化、そして持続可能性への要求が高まる中で、材料と製造
プロセスに大きな変革を迫られています。特に塗料・コーティング分野では、揮発性有
機化合物（VOC）排出規制の強化や、環境に優しい製品への消費者ニーズの高まりを受
け、水性塗料や粉体塗料などの環境配慮型ソリューションへのシフトが加速していま
す。同時に、地政学的リスクや気候変動により、サプライチェーンの脆弱性が露呈して
おり、企業は予期せぬ混乱にも対応できる強靭な事業基盤を構築する必要があります。
PPGの今回の投資は、これらの複合的な課題に対応するための包括的な戦略の一環で
す。



今後の展望

PPGによるオハイオ州への大規模投資は、自動車用コーティング市場における持続可能
性へのコミットメントを強化し、同社の競争優位性を確立するでしょう。この新しい施
設から生み出される革新的な環境配慮型コーティングは、自動車メーカーの環境目標達
成を支援し、最終的には消費者の購買行動にも影響を与える可能性があります。また、
これは、サプライチェーン全体で持続可能性を追求する動きを加速させ、他の材料サプ
ライヤーにも同様の投資を促す可能性があります。PPGは、持続可能性を成長戦略の核
とすることで、長期的な市場リーダーシップを維持し、より環境に優しい自動車産業の
未来に貢献することを目指しています。この動きは、投資家にとっても、ESG（環境・
社会・ガバナンス）投資の観点から注目されるでしょう。

元記事: https://www.european-coatings.com/news/sustainability-a-vital-component-of-long-term-

business-success/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.european-coatings.com/news/sustainability-a-vital-component-of-long-term-business-success/
https://www.european-coatings.com/news/sustainability-a-vital-component-of-long-term-business-success/


#44 可視光で自己修復・クローズドループリサイクル可能
なバイオベースビトリマーが開発され、持続可能な熱硬化
性樹脂の課題を解決

概要

本研究は、堅牢な機械的特性、効率的な自己修復、およびクローズドループリサイク

ルを同時に実現する持続可能な熱硬化性樹脂の開発という長年の課題を解決しまし
た。イミン交換と可視光応答性ジセレニドメタセシスを統合したデュアル動的共有結
合ネットワークを特徴とするバイオベースのジセレニドポリイミンビトリマーを発表

しました。これにより、調整可能な機械的特性、穏やかな温度での可視光照射下での
効率的な自己修復、および酸誘発性解重合によるクローズドループ化学リサイクルが
可能になります。

公開日 2026年08月18日  The Royal Society of Chemistry  イギリス



詳細

主要成果

持続可能な熱硬化性樹脂の開発における長年の課題であった、堅牢な機械的特性、効率
的な自己修復能力、そして完全なクローズドループリサイクルを同時に実現する画期的
なバイオベースビトリマーが開発されました。この新しい材料は、イミン交換反応と可
視光応答性ジセレニドメタセシスを統合したデュアル動的共有結合ネットワークを特徴
としており、環境負荷の低いプロセスで高性能材料のライフサイクルを根本的に変える
可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

開発されたバイオベースのジセレニドポリイミンビトリマーは、二つの異なる動的共有
結合メカニズムを巧みに組み合わせています。一つ目は、イミン結合（C=N）の交換反
応です。これは、特定の温度範囲で結合が可逆的に切断・再結合することで、材料が損
傷を自己修復したり、加熱によって再成形されたりすることを可能にします。二つ目
は、可視光応答性のジセレニドメタセシス反応です。ジセレニド結合（-Se-Se-）は、
可視光を照射することで効率的に交換反応を起こし、これにより穏やかな温度条件下で
も迅速な自己修復を実現します。

このデュアル動的ネットワークは、以下のような優れた特性をもたらします。

調整可能な機械的特性: ポリマー骨格や結合密度を調整することで、材料の硬さや柔
軟性を広範囲にわたって制御できます。これにより、様々なアプリケーションニーズ
に対応可能です。

効率的な自己修復: 穏やかな温度（例：室温近傍）で可視光を照射するだけで、材料
の亀裂や損傷が迅速かつ効率的に修復されます。これは、エネルギー消費を抑え、実
用的な環境での適用を容易にします。

クローズドループ化学リサイクル: 酸性条件下の解重合により、材料を構成するモノ
マーやオリゴマーに効率的に分解できます。これにより、高品質な原料として再生
し、再び新しいポリマーを合成することが可能となる、真のクローズドループリサイ
クルを実現します。これは、資源の循環利用を最大化し、廃棄物ゼロに近づける画期
的なアプローチです。



これらの特性は、特に高性能ポリマーが使用される電子機器、自動車、航空宇宙、コー
ティングなどの分野で、製品の寿命を延ばし、持続可能性を高める上で極めて重要で
す。

背景・業界文脈

熱硬化性樹脂は、その優れた機械的強度、耐熱性、耐薬品性から、広範な産業で利用さ
れています。しかし、一度硬化すると再加工やリサイクルが非常に困難であるという本
質的な課題を抱えており、大量の廃棄物発生と資源枯渇の一因となっていました。ビト
リマーは、熱硬化性樹脂と熱可塑性樹脂の利点を兼ね備え、再成形やリサイクルを可能
にする材料として近年注目されています。しかし、堅牢な自己修復とクローズドループ
リサイクルを同時に、かつ効率的に実現するバイオベースのビトリマーの開発は、依然
として大きな挑戦でした。

今後の展望

本研究で開発されたバイオベースのジセレニドポリイミンビトリマーは、持続可能な材
料科学と循環型経済の実現に向けた重要な一歩です。可視光応答性とクローズドループ
リサイクル能力を持つこの材料は、将来的に、環境に優しい高性能製品の設計、メンテ
ナンスコストの削減、そして産業廃棄物の劇的な削減に貢献するでしょう。特に、植物
由来のバイオマスから誘導される「バイオベース」であることは、石油資源への依存を
減らし、カーボンフットプリントを低減するという点でも大きな意義を持ちます。今
後、この技術の量産化とコスト効率の改善が進めば、建築、自動車、電子機器、そして
医療分野など、幅広い産業での応用が加速し、持続可能な社会の実現に不可欠な基盤材
料となることが期待されます。研究者やエンジニアは、この革新的な材料のさらなる最
適化と実用化に注力していくでしょう。

元記事: https://pubs.rsc.org/py/article/17/32/3486/1281477/Dual-dynamic-bio-based-vitrimers-enabled-

by
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#45 Pheno Innovations、UV放射を99.5%以上ブロックし
つつ92%の透過率を誇るペロブスカイト太陽電池用ガラス
「PhenoGlass-UVCut400」を発表

概要

AIを活用した先端材料イノベーション企業Pheno Innovations（旧Phenosolar）は、ペ

ロブスカイト太陽電池アプリケーション向けの画期的な基板「PhenoGlass」シリーズ
を発表しました。特に「PhenoGlass-UVCut400」は、500〜2000 nmの範囲で92%以上
の透過率を維持しながら、有害なUV放射（400 nm以下）を99.5%以上ブロックすると

いう世界最高レベルの性能を達成しています。これにより、ペロブスカイト太陽電池
の長期安定性と効率が大幅に向上し、実用化を加速させることが期待されます。

公開日 2026年08月15日  Perovskite-Info  国際



詳細

主要成果

AIを活用した先端材料イノベーション企業であるPheno Innovations（旧Phenosolar）
は、ペロブスカイト太陽電池の性能と寿命を飛躍的に向上させる新しい基板材料
「PhenoGlass」シリーズを発表しました。このシリーズの中でも特に注目される
「PhenoGlass-UVCut400」は、500〜2000 nmの広い波長範囲で92%以上の高い透過率
を維持しつつ、400 nm以下の有害なUV放射を99.5%以上ブロックするという、世界最
高レベルのUV遮断性能を実現しています。

技術・臨床詳細

Pheno Innovationsが開発したPhenoGlassシリーズは、ペロブスカイト太陽電池の主要
な劣化要因の一つである紫外線（UV）による損傷を防ぐために特別に設計されていま
す。ペロブスカイト材料は優れた光電変換効率を示す一方で、UV光に弱く、これがデ
バイスの長期安定性を損なう大きな課題でした。PhenoGlass-UVCut400は、この課題を
解決するために、以下の技術的特徴を統合しています。

高効率なUV遮断層: 独自の材料設計と製造プロセスにより、400 nm以下のUV放射を
99.5%以上吸収または反射します。これにより、ペロブスカイト層がUV劣化から保護
され、デバイスの寿命が大幅に延びます。

高透過率: UV光を遮断しつつも、太陽光スペクトルの主要なエネルギー変換領域であ
る500〜2000 nmの波長範囲では、92%以上の高い光学透過率を維持します。これ
は、太陽電池の発電効率を損なうことなく、UV保護を実現することを意味します。

多機能インターフェース材料: Pheno Innovationsは、自己組織化単分子膜（SAM）イ
ンターフェース材料、有機合成化学、ナノ構造材料の専門知識をAIと組み合わせるこ
とで、これらの高性能基板を開発しました。SAMは、電極とペロブスカイト層間の
界面を最適化し、電荷移動効率を高め、デバイス性能をさらに向上させます。

堅牢な構造: 反射防止コーティング、透明導電層、UV遮断機能を統合した設計によ
り、機械的強度と環境耐性も向上させ、多様な環境下での信頼性を確保します。

この技術は、ペロブスカイト太陽電池の長期的な屋外使用における信頼性を高め、その
商業化を大きく推進する可能性を秘めています。



背景・業界文脈

ペロブスカイト太陽電池は、シリコン太陽電池に匹敵する高い変換効率と、低コスト製
造の可能性から、次世代太陽電池として世界中で注目されています。しかし、その長期
安定性、特に水分やUV光に対する脆弱性が、商業化における最大のハードルとなって
いました。各国の研究機関や企業は、この安定性課題を克服するための材料科学的アプ
ローチを積極的に模索しています。Pheno Innovationsの「PhenoGlass-UVCut400」は、
この重要な課題に対する強力なソリューションを提供することで、ペロブスカイト太陽
電池の市場投入を加速させるものです。

今後の展望

PhenoGlass-UVCut400の導入は、ペロブスカイト太陽電池の商業化におけるゲームチェ
ンジャーとなる可能性があります。UV劣化の問題が大幅に軽減されることで、ペロブ
スカイト太陽電池は、住宅用屋根、建築一体型（BIPV）、フレキシブル太陽電池、さら
には宇宙用途など、より広範な市場での採用が進むでしょう。これにより、再生可能エ
ネルギーの導入が加速し、地球規模でのカーボンニュートラル目標達成に貢献すること
が期待されます。Pheno Innovationsは、AIを活用した材料設計プラットフォームを通じ
て、今後も太陽エネルギー技術の限界を押し広げ、持続可能なエネルギーソリューショ
ンの提供をリードしていくでしょう。投資家やエネルギー産業のプレイヤーは、この革
新的な材料が太陽光発電市場にもたらす変革に注目しています。

元記事: https://www.perovskite-info.com/pheno-innovations-phenosolar
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